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前
回
会
報
49
号
８
頁
に
て
予
告
し
ま
し
た
総
会
と
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
日
程

（
６
月
７
日
）
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
左
記
の
と
お
り
で
す
。

会
長
と
し
て
２
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
年
会
費
制
の
導
入
で
多

く
の
会
員
の
皆
様
に
御
協
力
を
戴
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
又
、

卒
業
生
か
ら
は
平
成
28
年
３
月
（
27
年
度
）
よ
り
１
２
，
０
０
０

円
を
納
入
し
て
戴
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
財
源
の
安
定
化
へ

と
前
進
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
御
協
力
で
、
会
報
の
頁
数
も
、

会
報
発
送
件
数
も
２
倍
以
上
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
予
算
規
模
も
２
倍
に
近
づ
い
て

い
ま
す
。
そ
し
て
前
々
か
ら
先
輩
達
か
ら
云
わ
れ
て
い
た
母
校
の
あ
る
渋
谷
へ
事
務
所
を
と

の
件
で
す
が
、
的
確
な
物
件
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
６
月
21
日
㈯
の
総
会
で
の
ご
承
認
を
得

て
か
ら
と
な
り
ま
す
が
、
７
月
に
は
移
転
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
大
事
な
改
革
で
す
が
、
奨
学
金
委
員
会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
母
校
と
後
輩

た
ち
の
為
に
奨
学
金
の
増
額
を
め
ざ
し
ま
す
。
戸
田
校
長
や
今
度
来
ら
れ
た
相
田
副
校
長
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
も
協
力
し
つ
つ
今
の
２
倍
へ
と
工
夫
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
又
平
成
30
年
が

母
校
の
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
記
念
事
業
計
画
の
立
案
を
し
準

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
優
秀
な
他
校
と
比
べ
る
と
ま
だ
ま
だ
で
す
が
、
負
け
な
い
よ
う
に

一
流
の
同
窓
会
で
あ
る
よ
う
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。
皆
様
の
益
々
の
ご
理
解
と
御
協
力
を

切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
一
商
鉢
山
会
会
報

平成26年5月第50号
発行所

同窓会事務局

題字：黒田 保先生

同
窓
会
会
長
挨
拶　
　
　
　
菊
池　

敏
郎（
32
期
）

卒
業
生
の
採
用
を
お
願
い
致
し
ま
す
。ご
連
絡
は
左
記
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
学　
校　
☎
０
３
─
３
４
６
３
─
２
６
０
６

　
　
又
は
同
窓
会
事
務
局　
☎
０
３
─
３
２
９
１
─
３
１
２
８

企
業
経
営
者
、
人
事
ご
担
当
者
様
へ

都
立
一
商
同
窓
会　
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

日　
時　

平
成
26
年
６
月
21
日（
土
）
午
後
１
時
よ
り

総　
会　
午
後
１
時
開
会

　
　
　
　

主
な
議
題

　
　
　
　
　

①
平
成
25
年
度
事
業
報
告

　
　
　
　
　

②
平
成
25
年
度
決
算
案

　
　
　
　
　

③
平
成
26
年
度
事
業
計
画
と
日
程
表

　
　
　
　
　

④
平
成
26
年
度
予
算
案

　
　
　
　
　

⑤
事
務
所
移
転
計
画
案

　
　
　
　
　

⑥
母
校
創
立
１
０
０
周
年
募
金
会
設
立
案

　
　
　
　
　

⑦
奨
学
金
委
員
会
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

⑧
そ
の
他

懇
親
会　
午
後
３
時
開
会

会　
場　
ア
イ
ビ
ー
ホ
ー
ル
青
学
会
館

　
　
　
　
　

渋
谷
区
渋
谷
４
─
４
─
25

　
　
　
　
　

電
話
０
３
─
３
４
０
９
─
８
１
８
１

会　
費　
１
〜
86
期
は
５
，
０
０
０
円
、
87
〜
90
期
は
１
，
０
０
０
円
、

　
　
　
　

91
期
は
無
料

総
会
終
了
後
、
同
窓
生
の
集
い
を
開
催
し
ま
す
。
一
商
ダ
ン
ス
部
も
参
加

い
た
だ
く
予
定
で
す
。
皆
さ
ま
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

会
場
の
都
合
も
あ
り
、ご
参
加
の
方
は
同
封
用
紙
に
て
５
月
31
日（
土
）ま

で
に
ご
返
信
下
さ
い
。
不
参
加
の
方
は
返
信
不
要
で
す
。

平
成
26
年
総
会
・
同
窓
生
の
集
い
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●
職
員
異
動
●

平
成
25
年
度　

転
出

〈
教
科
等
〉〈
氏
名
〉
　
　
〈
転
出
先
学
校
名
〉　　
　
　
　
〈
在
籍
年
数
〉

副
校
長

山
田　

和
人　

教
育
長
指
導
部　
　
　
　
　
　
　
　

２

商
業

小
川　
　

孝　

一
橋
高
校（
通
信
制
）副
校
長
昇
任　

16

商
業

稲
葉　

大
輔　

王
子
総
合
高
校
（
全
日
制
）　
　
　

11

数
学

都
筑　

敦
夫　

荻
窪
高
校
（
定
時
制
）　
　
　
　
　

５

主
任

清
水　

幹
也　

水
元
特
別
支
援
学
校　

係
長
昇
任　

４

平
成
26
年
度　

転
入

〈
教
科
等
〉〈
氏
名
〉
　
　
〈
前
任
校
等
〉　　
〈
分
掌
〉

副
校
長

相
田　

誠
一　

芝
商
業
高
校

商
業

室
崎　

恵
美　

若
葉
総
合
高
校　

教
務
部

商
業

山
崎　
　

均　

第
四
商
業
高
校　

進
路
指
導
部

数
学

藤
田　

真
人　

新
規
採
用　
　
　

生
活
指
導
部

担
当
係
長　

平
塚
乃
里
子　

田
園
調
布
高
校　

企
画
室

●
平
成
25
年
度
卒
業
生
進
路
状
況
内
訳
●

母
校
一
商

●
卒
業
生
表
彰
●

産
業
教
育
振
興
中
央
会
選
奨

東
京
都
産
業
教
育
振
興
会
選
奨

全
国
商
業
高
等
学
校
協
会

卒
業
生
成
績
優
良
者

東
京
都
商
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
賞

全
商
検
定
１
級
合
格
者

（
簿
記
、
情
報
、
ワ
ー
プ
ロ
、
商
経
、
英
検
、
電
卓
、
珠
算
）

同
窓
会
資
格
取
得
奨
励
賞

　

１
級
合
格
者
１
０
６
名
（
卒
業
生
２
０
１
名
中
）

同
窓
会
特
別
表
彰　

13
名

　

１
級
７
科
目
合
格
者　

１
名

　
　
　

５
科
目
合
格
者　

１
名

　
　
　

４
科
目
合
格
者　

２
名

　
　
　

３
科
目
合
格
者　

９
名

皆
勤
賞

30
名

●
部
活
動
活
動
実
績
（
運
動
部
）
●

水
泳
部

　

渋
谷
区
民
水
泳
大
会
（
個
人
・
団
体
）

　
　

男
子
50
ｍ
平
泳
ぎ　

２
位
・
３
位

男
子
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ　

１
位

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

渋
谷
区
シ
ン
グ
ル
ス
選
手
権
大
会

　
　

男
子
２
部　

準
優
勝

　
　

女
子
２
部　

準
優
勝

　

渋
谷
区
民
秋
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　
　

女
子
２
部　

優
勝

　

第
19
回
商
高
連
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　
　

団
体
戦　

男
子　

準
優
勝

　
　

個
人
戦　

男
子
ダ
ブ
ル
ス　

準
優
勝
・
第
３
位

女
子
Ⅱ
部
ダ
ブ
ル
ス　

優
勝

硬
式
テ
ニ
ス
部

商
業
高
校
大
会
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

第
３
位

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

商
業
高
校
大
会　

第
３
位

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

商
高
連

第
３
位

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

　

江
東
地
区
大
会　

優
勝

　

さ
く
ら
カ
ッ
プ　

優
勝

　

公
立
選
手
権　

準
優
勝

福
田
平
賀
杯　

準
優
勝

ラ
ク
ロ
ス
部

　

関
東
女
子
中
高
生
ラ
ク
ロ
ス
リ
ー
グ
戦

　
　

オ
ー
タ
ム
カ
ッ
プ
３
部　

優
勝

●
部
活
動
活
動
実
績
（
文
化
部
）
●

吹
奏
楽
部

東
京
都
高
等
学
校
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト　

銅
賞

珠
算
・
電
卓
部

　

東
京
都
高
等
学
校
珠
算
・
電
卓
競
技
大
会

　
　

電
卓
の
部　

団
体
準
優
勝

　
　

個
人
の
部　

３
等
２
名

　
　

種
目
別　

読
上
暗
算
２
等

　

東
京
都
高
等
学
校
珠
算
・
電
卓
競
技
大
会　

新
人
戦

　
　

珠
算
の
部　

個
人
総
合
競
技　

３
等

　
　

種
目
別　

読
上
暗
算　

１
等

　
　
　
　
　
　

読
上
算　

１
等

読
上
算
（
電
卓
の
部
）　

３
等

Ｅ
Ｓ
Ｓ
部

全
商
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト　

３
位

軽
音
楽
部

　

全
国
大
会
「T

EEN
S RO

CK
 in H

IT
A
CH
IN
A
K
A

」

　
　

出
場

　

全
国
高
等
学
校
「
軽
音
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
in
大
阪
城

　
　

優
秀
賞

　

高
文
連　

全
国
高
等
学
校
軽
音
楽
コ
ン
テ
ス
ト

　
　

グ
ラ
ン
プ
リ
・
優
秀
賞

　

高
文
連　

東
京
都
高
等
学
校
軽
音
楽
コ
ン
テ
ス
ト

　
　

準
グ
ラ
ン
プ
リ
（
２
バ
ン
ド
）・
優
秀
賞
（
２
バ
ン
ド
）

＊１　住機、新宿高野、新日鉄住金化学、世田谷信用金庫、
セブン−イレブン・ジャパン、新幹線鉄道事業本部、東
洋エンジニアリング、東洋水産、日本海事協会、三越伊
勢丹、明治神宮、目黒信用金庫など

＊２　青山学院大学、國學院大學、駒澤大学、専修大学、中
央大学、東京経済大学、東洋大学、日本大学、明治大学、
明治学院大学など

＊３　大妻女子、女子栄養、戸板女子など
＊４　大原簿記、国際動物、東京医療福祉、東京美容、日本
　　工学院、文化服装学院、日産自動車、東京調理師など

大学
30.8％

短期大学 3.5％

専門学校
26.9％

就職
37.8％

進学準備 1.0％ 　　　　　　　　　　男子　女子　合計
就職　＊１　民間企業　 13　　56　　69
　　　　　　　　計　 13　　56　　69
進学　＊２　大学　　　 36　　26　　62
　 　＊３　短期大学　　　　　7　　 7
　 　＊４　専門学校　 25　　28　　53
　　　　　　　　計　 61　　61　 122
進学準備・その他　　　4　　 6　　10
総計　　　　　　　　 78　 123　 201
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⒈　

名　

称　
　

本
会
は
、
東
京
都
立
第
一
商
業
高
等
学
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
募
金
会
と
称
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
略
称
を
１
０
０
周
年
募
金
会
と
す
る
。）

⒉　

事
務
所　
　

本
会
は
、
事
務
所
を
同
窓
会
事
務
所
内
に
置
く
。

⒊　

目　

的　
　

母
校
都
立
一
商
が
、
平
成
30
年
（
２
０
１
８
年
）
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
に
当
り
、
そ
の
諸
費
用
に
充
て

　
　
　
　
　
　
　

る
為
、
同
窓
会
会
員
及
び
そ
の
他
の
人
々
か
ら
募
金
を
集
め
る
為
の
会
で
あ
る
。

⒋　

役　

員　
　

本
会
に
次
の
役
員
を
置
く

　
　
　
　
　
　
　
　

①
会
長　

②
発
起
人
代
表　

③
発
起
人　

④
事
務
局
長　

⑤
監
事

　
　
　
　
　
　
　

⑴　

会
長
は
、
同
窓
会
会
長
が
兼
務
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

⑵　

発
起
人
代
表
は
、
前
同
窓
会
会
長
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

⑶　

発
起
人
は
、同
窓
会
の
顧
問
及
び
相
談
役
と
同
窓
会
の
役
員
全
員
及
び
「
鉢
山
ク
ラ
ブ
」
の
役
員
全
員
と
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
期
か
ら
の
推
薦
者
も
こ
れ
に
加
え
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

⑷　

事
務
局
長
は
、
同
窓
会
の
財
務
委
員
長
が
兼
務
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

⑸　

監
事
は
、
同
窓
会
の
監
事
が
兼
務
す
る
。

⒌　

管
理
運
営

　
　
　
　
　
　
　

⑴　

新
規
に
郵
便
局
に
払
込
口
座
を
設
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　

⑵　

必
要
な
経
費
は
、
集
ま
っ
た
資
金
よ
り
支
払
う
。

　
　
　
　
　
　
　

⑶　

年
度
毎
の
状
況
を
監
事
が
監
査
し
、
同
窓
会
の
総
会
の
際
に
報
告
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

又
、
会
報
に
掲
載
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

⑷　

平
成
30
年
６
月
30
日
ま
で
に
５
万
円
以
上
の
寄
付
を
し
た
者
（
団
体
含
）
の
名
を
特
別
功
労
者
と
し
て
記
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　

誌
に
掲
載
す
る
。
又
、
記
念
石
碑
に
そ
の
名
を
記
す
。

　
　
　
　
　
　
　

⑸　

最
終
段
階
で
残
っ
た
も
の
は
、
同
窓
会
の
奨
学
金
委
員
会
の
管
理
と
す
る
。

　

す
で
に
一
商
奨
学
会
は
平
成
元
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
昭
和
38
年
に
田
園
家
塾
の
土
地
返
還
料
２
４
４
４
万
円
を
元
に
秦
野
の
丹
沢
山
の
土
地
１
９
０
０
㎡
を
購
入
し
（
昭
和

40
年
）、
開
校
50
周
年
の
年
（
昭
和
44
年
）
に
完
成
し
た
山
の
家
を
、
秦
野
市
へ
売
却
し
た
（
昭
和
62
年
）
1
億
３
１
０
０
万
円
が

原
資
で
す
。

今
は
法
人
で
な
い
た
め
に
、
30
年
国
債
の
利
子
（
２
％
）
の
20
％
を
税
金
で
納
め
、
寄
附
い
た
だ
い
た
方
に
も
税
金
の
控
除
が
さ

れ
ま
せ
ん
。
原
資
運
用
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
も
、
今
後
非
課
税
の
財
団
法
人
化
を
目
指
し
て
い
こ
う
と
考
え
、
そ
の
た
め
に
同

窓
生
の
中
で
そ
う
し
た
方
面
の
能
力
の
あ
る
人
に
も
協
力
を
お
願
い
し
て
委
員
会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

収　入 支　出

学校残金

同窓会積立金

PTA積立金・寄付金

同窓会募金

祝賀会

記念誌売上・広告料

合計

200万円

300万円

220万円

1,500万円

600万円

100万円

2,920万円

定期預金

目標

参加者600人（会費@10,000、
参加者同窓会500人PTA100人）

式典

祝賀会（同上日）

記念誌

記念石碑

予備費

合計

200万円

800万円

1,500万円

200万円

220万円

2,920万円

学校にて（謝礼・生徒記念品
600・事務費等）

セルリアンタワーにて（700人
（@10,000）同窓会500人PTA
100人来賓・教職員100人）

2,000部　平成30年10月発
刊予定

平成30年5月完成予定

（平成30年（2018年）
 6月2日）
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理事 理事 理事 理事
氏     名 期 組 在住都府県 氏     名 期 組 在住都府県 氏     名 期 組 在住都府県 氏     名 期 組 在住都府県
沼田　捷一 東京都 ⻆井　祥子 東京都 神谷　美由紀 東京都 田中　美聖 東京都
窪田　栄一 東京都 寺田　くみ江 東京都 呉　修司 東京都 松崎　望 東京都
村松　秀太郎 千葉県 永井　香子 東京都 相澤　広子 東京都 古旗　高志 東京都
田島　嗣也 神奈川県 坂間　幸代 静岡県 栗原　美加 東京都 森井　すが子 東京都
浅野　國昭 東京都 岡本　礼司 東京都 横瀬　久子 東京都 北川　由梨佳 東京都
丹沢　栄一 東京都 今野　信子 栃木県 佐々木　砂英子 Ｉ 東京都 原山　美穂 東京都
浅海　誠 東京都 大藤　俊子 福井県 寿賀　一美 東京都 藤川　結花 東京都
小坂　益子 東京都 山室　芳江 東京都 守屋　ゆき 東京都 藤森　範子 東京都
松石　文子 東京都 堀田　永子 埼玉県 雨間　瑞秀 東京都 高山　裕美 東京都
青柳　久雄 東京都 弓良　喜美子 東京都 相良　ひろみ 東京都 寺島　なつみ 東京都
鯉渕　喜明 東京都 佐藤　えり子 東京都 長塚　芳子 東京都 佐藤　英恵 東京都
栗林　正幸 東京都 内田　容子 東京都 岩佐　良子 東京都 椿　俊夫 東京都
松谷　周三 静岡県 内田　雅代 神奈川県 山口　紀美子 東京都 岩下　絵里菜 東京都
大野　進 東京都 河野　鈴与 神奈川県 田邉　悦子 東京都 佐藤　泰明 東京都
岡村　勝良 東京都 冨田　緑 東京都 吉尾　めぐみ 東京都 松原　文哉 東京都
谷川　晴彦 東京都 本永　久美子 東京都 鈴木　治子 東京都 阿部　しずか 東京都
柳生　信行 埼玉県 宮内　智子 埼玉県 石田　陽子 東京都 平松　恵理子 東京都
鈴木　清 千葉県 吉田　恵子 東京都 比原　理栄 東京都 秋山　由比乃 東京都
持田　信重 東京都 針木　健介 東京都 土屋　香代 東京都 松田　比呂加 東京都
櫻井　欣吾 東京都 岩井　定子 東京都 矢口　さなえ 東京都 米盛　淳子 東京都
片桐　義之 東京都 良川　清美 東京都 神山　周子 東京都 藤野　敏江 東京都
三原　誠司 千葉県 小原　豊 千葉県 石川　千恵 東京都 鈴木　優 東京都
大竹　賢治 東京都 塚原　葉子 東京都 塚田　智子 東京都 堀向　至 東京都
伊田　勝商 東京都 平　さとみ 東京都 中村　祐巳 東京都 宇佐見　涼香 東京都
後藤　孝 東京都 横山　悦子 東京都 星　しずえ 東京都 吉岡　明香 東京都
渡辺　忠雄 東京都 奥田　弘治 東京都 鈴木　志江 東京都 大越　未来 東京都
森下　正豊 東京都 山川　あけみ 東京都 小川　麻紀 東京都 湯浅　達朗 東京都
今井　裕敏 東京都 新藤　千恵子 東京都 遥山　由美 東京都 阿部　絵里香 東京都
塩田　克也 千葉県 渡辺　利枝 東京都 宮本　涼子 神奈川県 下山　なつ代 東京都
関口　健次 埼玉県 瀧澤　由美子 東京都 酒井　五月 東京都 安達　裕陽土 東京都
山本　和夫 千葉県 荒巻　徳江 東京都 土橋　亜紀子 東京都 森田　浩昌 東京都
岩瀬　遵 東京都 蓮沼　克昌 東京都 小柳　威 東京都 加納　綾乃 東京都
内田　征剛 埼玉県 丹羽　由紀子 神奈川県 浪川　薫 千葉県 鴻野　成子 東京都
平居　和佐子 埼玉県 有坂　恵子 東京都 宮原　明子 東京都 鈴木　智恵 東京都
猪狩　正雄 埼玉県 岡田　浩恵 東京都 木村　美紀 福岡県 本間　あやか 東京都
沢田　和子 神奈川県 松下　麻里子 神奈川県 関口　光代 東京都 井上　茜 東京都
山井　俊郎 神奈川県 北村　香織 東京都 吉田　武司 東京都 水原　咲子 東京都
竜沢　かな子 東京都 松尾　靖子 東京都 林　亜矢子 東京都 寺田　加奈子 東京都
山田　正勝 埼玉県 池田　知子 東京都 早川　幸江 東京都 細谷　萌美 東京都
永谷　悠 東京都 佐藤　里佳子 千葉県 新井　絢子 東京都 棚橋　雄輝 東京都
田原　操 東京都 井上　由加 東京都 坂野　綾子 東京都 村田　祐里子 東京都
森川　美佐枝 神奈川県 佐久間　環 東京都 首藤　比呂志 東京都 田中　未来 東京都
今井　誠策 東京都 八木　玲子 東京都 田中　亜由子 東京都 渡邉　慎一 東京都
長崎　幸彦 東京都 韮澤　かおる Ｆ 東京都 平石　友樹江 東京都 岡本　美喜 東京都
岩橋　四郎 神奈川県 清水　隆久 東京都 小幡　直加 東京都 畠谷　光陽 東京都
小幡　進 東京都 木内　小百合 東京都 東原　舞 東京都 池田　香澄 東京都
檜山　幸夫 愛知県 前田　和子 東京都 上籠　由美 東京都 兼城　和香 東京都
飯田　幸子 東京都 大田　正孝 東京都 滝沢　定美 東京都 金子　なつき 東京都
海野　敏郎 東京都 藤井　絹恵 神奈川県 辻　裕子 東京都 秋葉　雄太 東京都
掛井　純治 東京都 和田　賀美 埼玉県 高橋　麻衣 東京都 湯澤　美七 東京都
福田　純夫 東京都 鬼塚　慶子 東京都 作田　理恵 神奈川県 神名　遼 東京都
大澤　隆一郎 東京都 辻村　和花 東京都 寺井　野生子 東京都 長谷川　愛由 東京都
片山　博一 東京都 下村　和美 東京都 日下　由梨 東京都 上野　友香里 東京都
鎌田　政博 神奈川県 冨士　昌子 神奈川県 東郷　芙美恵 東京都 宇津木　春奈 東京都
斉藤　八重子 千葉県 古川　清治 東京都 石川　奈津子 東京都 中田　周佑 東京都
大野　義元 東京都 斉藤　恵実子 東京都 近藤　梨恵 東京都 松村　奈美 東京都
石井　久美 東京都 佐藤　久美子 東京都 小西　真理子 東京都 佐藤　琴美 東京都
田中　誠司 東京都 中井　曜子 東京都 坪井　好美 東京都 吉田　章 東京都
本田　常道 東京都 菅野　恭江 東京都 吉本　由香 東京都 岡田　真里 東京都
安藤　幸子 東京都 小林　祐子 神奈川県 大藤　千恵子 東京都 川上　絵梨子 東京都
桜井　貴子 東京都 安藤　清 東京都 松山　佳織 東京都 桜木　真菜 東京都
藤井  千代子 千葉県 新井　千恵子 東京都 大滝　進一 東京都 平林　理那 東京都
出沢　正子 東京都 笹森　千夏 東京都 宗像　朝美 東京都 大沢　美幸 東京都
勝部　誠 神奈川県 西岡　百合香 東京都 関　優美 東京都 守田　瞳 東京都
波田野　秀雄 東京都 小野　千恵美 東京都 角田　洋子 東京都 高松　史奈 東京都
藤田　誠 東京都 坂井　美奈子 東京都 中村　めぐみ 東京都 松原　拓哉 東京都
渡部　裕 埼玉県 榊　直美 東京都 山田　伊知郎 東京都 小川　絋海 東京都
細井　健司 千葉県 高木　綾子 東京都 山田　佐絵子 東京都 田村　有生 東京都
鵜飼　良紀 東京都 田中　豊子 東京都 谷川　貴美子 東京都 田口　杏奈 東京都
溝口　理恵子 埼玉県 菊地　雪絵 長野県 比留間　糸音 東京都 山本　航平 東京都
和歌月　俊一 神奈川県 大里　正徳 東京都 大越　貴代 東京都 内山　菜々子 東京都
後藤　春樹 東京都 恒松　勇 東京都 神尾　志穂 東京都 原田　沙季 東京都
小宮　美枝子 東京都 中井　美和 東京都 大草　都 東京都 岩尾　茉柚 東京都
小黒　薫 東京都 遠藤　和美 東京都 小浜　奈留美 埼玉県 林　琢巳 東京都
森谷　昌和 東京都 日比野　宮子 東京都 首藤　満 東京都 飯島　梨花 東京都
神山　孝 東京都 船津　直美 神奈川県 二木　健太郎 東京都 本間　有沙 東京都
坂爪　憲子 東京都 末国　尚子 東京都 鈴木　絢子 東京都 川名　理衣 東京都
島野　真弓 東京都 吉村　直美 東京都 簗瀬　隆浩 東京都 出口　敬子 東京都
軍司　瑞江 東京都 宇敷　紀子 東京都 木瀬　佳実 神奈川県 天野　結 東京都
田中　春江 東京都 中根　明子 東京都 中村　大介 東京都 石川　麻里子 東京都
池田　尚衛 東京都 丸山　由紀子 東京都 三浦　悠平 東京都 荒　恵莉奈 東京都
内田　直美 東京都 丸山　美津子 東京都 飯島　有紀 東京都 堀江　ひかり 東京都
金子　明子 埼玉県 近藤　佳子 新潟県 大竹　亜弥 神奈川県 菊池　愛梨 東京都
武田　郁恵 東京都 半田　展子 東京都 鈴木　由美 東京都 白井　奈々 東京都
河原　由紀 東京都 安藤　満 東京都 久保　亜美 東京都 上野　菜々実 東京都
東　　茂 東京都 瀧野　正子 東京都 中村　紗也 東京都 小川　清十郎 東京都
市川　能子 東京都 平原　祐子 千葉県 林　美亜 東京都 横川　愛美 東京都
鈴木　文茂 東京都 武田　美奈子 東京都 田町　有樹子 東京都 井上　響 東京都
青木　恭子 神奈川県 田中　直子 東京都 阿部　紘子 東京都 渡邉　藍子 東京都
高橋　方枝 千葉県 今井　主税 東京都 吉澤　佑美 東京都 後藤　麻裕 東京都
赤堀　孝子 東京都 大信田　恭子 東京都 濱田　幸太 東京都 高橋　和紀 東京都
竹治　和美 富山県 前野　一実 東京都 本多　真悟 東京都 井上　真誓 東京都
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名誉顧問、特別顧問、顧問、相談役、

役員等名称 職務名称 氏     名 学校役名 在住都府県
名誉顧問 鈴木　敏夫 前校長 埼玉県
特別顧問 戸田　勝昭 校  長 東京都
特別顧問 相田　誠一 副校長 東京都
役員等名称 職務名称 氏     名 期 在住都府県
顧　　問 河野　一英 東京都
顧　　問 茂登山　長市郎 東京都
顧　　問 田中　清 奈良県
顧　　問 相田　雪雄 東京都
顧　　問 笠原　昌夫 東京都
顧　　問 礒　正格 東京都
顧　　問 佐久間　登 東京都
相 談 役 寺口　真夫 神奈川県
相 談 役 高橋　慎三 東京都
相 談 役 大槻　實 千葉県
相 談 役 機所　慶三郎 東京都
相 談 役 白川　健二 東京都
相 談 役 西村　和子 東京都
相 談 役 坂下　賢三 東京都
会 　 長 菊池　敏郎 東京都
副 会 長 歴史資料委員長、記念誌編集委員長 石田　謙司 東京都
常任理事 歴史資料副委員長、記念誌編集副委員長 大森　東亜 千葉県
副 会 長 総務委員長 中澤　捷雄 東京都
常任理事 総務副委員長 小池　宜夫 東京都
常任理事 総務副委員長 石井　敏勝 千葉県
副 会 長 財務委員長 山本　剛 東京都
常任理事 財務副委員長 倉見　義弘 東京都
副 会 長 広報委員長 山﨑　松夫 東京都
常任理事 広報副委員長 岩佐　芳一 神奈川県
副 会 長 親睦委員長 松森　世津子 千葉県
常任理事 親睦副委員長 芥川　英子 埼玉県
常任理事 親睦副委員長 市毛　桂子 神奈川県
副 会 長 企画委員長 佐藤　房子 千葉県
常任理事 企画副委員長 熊田　芳子 千葉県
副 会 長 事務局長 井上  七郎 東京都
常任理事 事務局次長 落合　春代 東京都
常任理事 事務局次長 中林　雅一 東京都
監　　事 小林　三郎 神奈川県
監　　事 鵜沢　正二 東京都
監　　事 粕谷　幸男 東京都

氏     名 期 組 在住都府県 氏     名 期 組 在住都府県 氏     名 期 組 在住都府県 氏     名 期 組 在住都府県
西　　重男 東京都 犬飼　正行 東京都 松本　喜一郎 東京都 青木　重憲 東京都
西村　清 千葉県 猪野　弘 長崎県 野村　敢　 東京都 飯泉　善一郎 東京都
藤田　一 東京都 渡辺　博司 神奈川県 藤井　謙次郎 東京都 白鳥　猛 東京都
浅井　昭治 埼玉県 木梨　美佐子 東京都 徳田　吉男 東京都 鈴木　得一郎 東京都
渡邉　巽　　 東京都 柴田　牧子 東京都 高橋　昭治 東京都 齋藤　順子 神奈川県
杉山　靖 東京都 髙野　賢司 東京都 福永　安三郎 東京都 浜口　伊久雄 東京都
林　　善治 神奈川県 新井　理恵 東京都 都竹　利年男 東京都 小泉　忠 東京都
海口　賴久 東京都 木野　良美 東京都 小林　正利 東京都 大類　文作 東京都
藤田　靖 千葉県 小林　直貴 兵庫県 近藤　昭作 東京都 立石　裕 東京都
長尾　正喜 東京都 上野　絵理 神奈川県 家田　和利 千葉県 鈴木　隆久 神奈川県
福島　三喜男 東京都 鈴木　泰平 東京都 秋田　元一 神奈川県 田中　健一 神奈川県
松宮　秀治 東京都 田中　遥奈 東京都 木々津　栄一 神奈川県 梅村　光俊 東京都
鈴木　信 東京都 中原　雅晶 東京都 小松　敏訓 東京都 飯塚　忠司 東京都
浅間　良市 東京都 鈴木　真理 Ｆ 東京都 池田　清一 神奈川県 磯部　久寿雄 神奈川県
長野　さかえ 神奈川県 柏原　弘 東京都 内藤　進 東京都
吉田　清一 東京都 石井　和夫 東京都 山田　秀男 神奈川県
大久保　良子 東京都 渡部　和美 東京都 木村　修一 東京都
澤田　竹二郎 東京都 松本　昭男 神奈川県 鈴木　庄一 千葉県
金野　光都 東京都 白川　英夫 東京都 山﨑　英忠 神奈川県
棚瀬　鐡男 東京都 福田　敏之 全 東京都 星野　英治 千葉県
小林　鴻一 神奈川県 本田　豊明 全 東京都 水上　富夫 東京都
岩田　克夫 千葉県 森田　達郎 全 東京都 山口　一郎 東京都
津村　由紀子 東京都 笠井　政雄 神奈川県 大橋　昇 千葉県
平松　巌 東京都 金子　猛 神奈川県 青木　英光 神奈川県
丸山　照夫 奈良県 氏     名 期 組 在住都府県 小森　昌蔵 東京都 金本　孝 神奈川県
石井　伸明 東京都 宮澤　和夫 埼玉県 保坂　勇 東京都 渡辺　郁子 神奈川県
石井　宏佳 東京都 佐藤　重郎 東京都 米澤　章 東京都 中野　初枝 神奈川県
小森　規與志 千葉県 梅本　元春 東京都 岡本　幸雄 東京都 田中　秀男 千葉県
土江　章 千葉県 北澤　秀勝 東京都 中山　鉱二郎 東京都 水野　功 東京都
小野　捷司 東京都 大槻　公雄 東京都 青木　生夫 東京都 佐久間　進 千葉県
松井　陽通 東京都 中谷　孝 神奈川県 長坂　専司 神奈川県 松本　不二夫 神奈川県
中村　昭一 埼玉県 富山　淳 東京都 杉本　志津摩 東京都 秋元　春義 東京都
大橋　正昭 埼玉県 中村　輝雄 東京都 近藤　弘道 東京都 飯島　利和 千葉県
山口　善久 東京都 鈴木　実 東京都 酒井　和夫 東京都 荒川　陽一朗 東京都
横田　忠夫 東京都 大久保　幸次 東京都 宮﨑　保夫 東京都 岡内　駿介 東京都
楠　夏夫 東京都 麻生　幸雄 東京都 小作　定男 東京都 木野　香 東京都
吉田　一夫 千葉県 塚本　四郎 東京都 田中　勇 神奈川 戸蒔　広子 埼玉県
大島　嵩 千葉県 小島　甚衛 東京都 養田　庄司 東京都 廿日岩　辰二郎 東京都
上鈴木　通善 千葉県 浅野　観俊 東京都 川本　眞嗣 千葉県 花輪　　司 千葉県
磯部　宏次 埼玉県 麻生　一雄 千葉県 新保　明 東京都 大橋　佳夫 東京都
渡辺　宏 東京都 有澤　清治 大阪府 玉川　隆正 東京都 戸塚　建三 東京都
根岸　秀年 東京都 大橋　信夫 神奈川県 宇田川　幸三 東京都 中根　達雄 東京都
平野　英夫 埼玉県 岡本　寿夫 東京都 東城　茂男 東京都 村川　恵宥 東京都
浅野　勝美 東京都 森元　正夫 東京都 鳴嶋　喜久江 東京都 大浦　治年 東京都
江連　美知子 東京都 吉田　謙 東京都 森田　紗永子 東京都 富田　章子 神奈川県
小森　昭寿 東京都 諸井　重次 東京都 山田　英明 神奈川 師岡　照子 東京都
関矢　えり子 東京都 鈴木　徳重 千葉県 齊藤　圭弘 千葉県 浦尾　武弘 東京都

同 窓 会 役 員 名 簿 平成26年 4月 1日現在

会長、副会長(委員長・事務局長)、常任理事(副委員長・事務局次長)及び監事

組

あります。

※ クラス会・同期会等開催のため、連絡先等が
必要な場合には同窓会事務局にご連絡下さい。

※ 同窓会役員募集中です。

同期全体の取り纏め役である常任理事の不足
している“期”、同期のクラスの取り纏め役
である理事の不足している“クラス”が多く

同期全体の取り纏め役同期全体の取り纏め役
である常任理事に、又は同期のクラスの取り
纏め役である理事に立候補いただける方、
或いは推薦したい方や同窓会活動【職務内容
は会則 ホ ムペ ジ参照 】に携わっていただ
ける方がおられましたら、同窓会事務局に

※ 常任理事及び理事の職務内容は会則に記載
【 ホームページ参照 】の通りでありますが、
この他の同窓会活動としては、役職の無い
常任理事は同期全体の取り纏め役で、役職の
無い理事は同期のクラスの取り纏め役であると

理事

ご連絡下さい。

ご認識下さい。

常任理事 常任理事 理事

理事
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平
成
26
年
度
事
業
計
画
と
日
程（
案
）

４月８日㈫
４月上旬

４月19日㈯

５月中旬

６月21日㈯

７月６日㈰
９月上旬
10月５日㈰
10月中旬
10月25日㈯

11月１日㈯

11月11日㈫
11月22日㈯
平成27年
１月30日㈮
３月３日㈫

10時～

11時～
14時～

13時～
15時～

14時～
14時～
14時～

８時半～
13時～

12時～
10時〜

都立一商入学式
決算監査（奨学会共）
正副委員長会
常任理事会
会報50号発送
総会（3Fアロン）
懇親会（4Fクリノン）
事務所渋谷へ移転予定
行事案内ニュース
一商祭
正副委員長会
常任理事会
東京校歌祭
　〃　懇親会
第4回ゴルフコンペ
ホームカミングデー

新年会
都立一商卒業式

都立一商
都立一商

都立一商

全期 13,200人

アイビーホール青学会館

2,500人（事業・行事の協力者）
都立一商
一商同窓会事務所
都立一商	
杉並公会堂	
クラブイン荻窪	
こだまゴルフクラブ	
都立一商（同窓生の集い）

エクセルホテル東急	
都立一商

期日 時間 行事 開催場所他
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教
師
＆
学
生
、
蔚
山
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
高
校
教

師
＆
学
生
、
蔚
山
女
子
商
業
高
等
学
校
教
師
＆

学
生
、蔚
山
生
活
科
学
高
等
学
校
教
師
＆
学
生
、

蔚
山
エ
ニ
ワ
ン
高
等
学
校
教
師
＆
学
生
、
蔚
山

経
営
情
報
高
等
学
校
教
師
＆
学
生
、
現
代
工
業

平
成
26
年
２
月
５
日
、
韓ウ
ル
サ
ン国

蔚
山
市
内
高
校

団
体
が
母
校
に
来
校
。
諸
施
設
を
見
学
し
ま
し

た
。
来
校
者
は
左
記
の
通
り
で
す
。

蔚
山
市
未
来
人
材
教
育
課
奨
学
官
＆
奨
学

士
、
蔚
山
工
業
教
師
＆
学
生
、
彦
陽
高
等
学
校

韓
国
蔚ウ

ル
サ
ン山

市
内
高
校
学
校
団
体
母
校
見
学

高
等
学
校
教
師
＆
学
生
、
蔚
山
マ
イ
ス
タ
ー
高

等
学
校
教
師
＆
学
生
、
蔚
山
産
業
高
等
学
校
教

師
＆
学
生
、
蔚
山
美
容
芸
術
高
等
学
校
教
師
＆

学
生
、
蔚
山
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
等
学
校
教
師
＆
学

生　

以
上
26
名
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　本同窓会の運営は基本的には毎年の卒業生から納入される終身会費（１人５千円）総額百万円弱を以って資金とし活動
をするものですが、この金額では同窓会としての活動は困難との判断から、平成五年度より同窓生の皆さんに１口１万円
の賛助会費をお願いし、歴史ある母校の同窓会が名実共に会としての運営が出来るような財源確保の制度を決めました。
制度発足以来、毎年同窓生皆さんの絶大なご援助を頂き、お陰様で別掲の通り本年は5,190,475円と1,956,000円の実績をも
ちまして母校に相応しい同窓会に向か
って進みつつあります。
　そして平成24年の総会後、年会費制
の導入（年額2,400円）により、広く皆
様にご協力をお願いする事になり、そ
の報告も併せてさせていただきます。
　この大切な資金は有効に使用すべく
役員一同努力致します。
　今後とも同窓会員の皆様の絶大なる
ご協力を賜りますようお願い申し上げ
ます。

平成25年度賛助会費および年会費報告 平成26年
３月末日現在

四
期

九
期

一
〇
期

一
一
期

一
二
期

一
三
期

一
四
期

一
五
期

一
六
期

一
七
期

一
八
期

一
九
期

二
〇
期

二
一
期

二
二
期

二
三
期

二
四
期

二
五
期

二
六
期

二
七
期

二
八
期

二
九
期

三
〇
期

三
一
期

三
二
期

三
三
期

三
四
期

三
五
期

三
六
期

三
七
期

三
八
期

三
九
期

四
〇
期

四
一
期

四
二
期

四
三
期

四
四
期

四
五
期

四
六
期

四
七
期

四
八
期

四
九
期

五
〇
期

五
一
期

五
二
期

五
四
期

五
五
期

五
八
期

五
九
期

六
〇
期

六
二
期

六
三
期

六
四
期

六
六
期

六
八
期

六
九
期

七
二
期

七
三
期

七
七
期

八
一
期

八
六
期

そ
の
他

800,000

700,000

600,000

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

金

額

平成25年度 同窓会賛助会費（期別比較） 

● 賛助会費納入状況

個人情報保護のため、ＨＰでは会費等の納入者氏名は
非公開とさせていただきます。
内容につきましては、同窓会会報誌をご覧ください。
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個人情報保護のため、ＨＰでは会費等の納入者氏名は
非公開とさせていただきます。
内容につきましては、同窓会会報誌をご覧ください。
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(11) はちやま・一商鉢山会会報　№50 2014年（平成26年）５月

●年会費納入状況

期
4-16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45

期
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
60
61
62
63
64
66
68
69
73
75
78
81
82
86
89
90

合計

金額
43,200
21,600
19,200
19,200
45,600
9,600

26,400
57,600
16,800
36,000
2,400

16,800
76,800

110,400
64,800

177,600
76,800
91,200

175,200
103,200
96,000
79,200
91,200
81,600
79,200
45,600
48,000
52,800
26,400

金額
24,000
24,000
4,800
4,800
9,600
7,200

12,000
2,400
9,600
4,800
2,400
2,400
4,800
2,400
2,400
4,800
2,400
2,400
2,400
2,400
7,200
2,400
2,400
2,400
2,400
7,200
4,800
2,400
2,400

1,956,000

口数
18
9
8
8

19
4

11
24
7

15
1
7

32
46
27
74
32
38
73
43
40
33
38
34
33
19
20
22
11

口数
10
10
2
2
4
3
5
1
4
2
1
1
2
1
1
2
1
1
1
1
3
1
1
1
1
3
2
1
1

815

平成25年度  年会費納入状況

個人情報保護のため、ＨＰでは会費等の納入者氏名は
非公開とさせていただきます。
内容につきましては、同窓会会報誌をご覧ください。
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栗
田
―
渋
谷
か
ら
道
玄
坂
を
登
っ
て
学
校
へ
行

き
ま
し
た
。
い
い
学
校
で
し
た
。
林
の
中
に

あ
っ
て
。

同
窓
会
―
学
校
の
先
生
が
一
商
へ
行
け
っ
て
言

っ
た
の
で
す
か
。

栗
田
―
校
長
が
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。
校
舎

の
前
は
畑
で
後
ろ
は
林
で
し
た
。

同
窓
会
―
運
動
部
か
何
か
に
入
っ
て
い
ま
し
た

か
。

栗
田
―
運
動
は
嫌
い
だ
っ
た
。
羽
田
は
大
嫌
い

だ
っ
た
。
陶
山
校
長
は
す
ば
ら
し
い
人
だ
っ

た
。

同
窓
会
―
羽
田
先
生
は
校
長
に
な
っ
て
か
ら
、

給
食
の
汚
職
事
件
で
ク
ビ
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。
当
時
は
学
校
で
一
番
か
二
番
の
生
徒
し

か
入
学
で
き
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
栗
田

さ
ん
は
優
秀
だ
た
の
で
す
ね
。

栗
田
―
入
学
試
験
は
難
し
か
っ
た
。
で
も
一
商

に
入
っ
て
か
ら
は
ダ
メ
だ
っ
た
。
自
分
で
も

ら
、
陶
山
校
長
を
追
い
出
し
た
（
注
・
こ
れ

は
間
違
い
）。

同
窓
会
―
で
も
羽
田
先
生
と
吉
沢
徹
先
生
は
陶

山
校
長
が
松
山
商
業
か
ら
連
れ
て
来
た
の
で

す
よ
。

栗
田
―
な
に
か
関
係
が
あ
っ
た
ん
だ
ね
。

同
窓
会
―
先
生
が
た
は
何
人
ぐ
ら
い
い
ら
っ
し

ゃ
っ
た
の
で
す
か
。

栗
田
―
50
人
は
い
な
か
っ
た
な
。
ク
ラ
ス
は
Ａ

か
ら
Ｄ
ま
で
の
４
ク
ラ
ス
。

同
窓
会
―
（
50
年
史
を
見
な
が
ら
）
こ
こ
に
先

生
の
綽
名
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
陶
山
校
長

は
タ
ヌ
キ
と
か
。

栗
田
―
憶
え
て
い
ま
せ
ん
。

同
窓
会
―
同
期
の
安
田
良
樹
さ
ん
は
憶
え
て
い

ま
す
か
。
安
田
財
閥
の
御
曹
司
の

栗
田
―
お
と
な
し
い
人
で
し
た
。
と
て
も
い
い

所
の
お
坊
ち
ゃ
ん
と
は
思
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
と
て
も
お
と
な
し
い
。

同
窓
会
―
坂
口
勤
一
郎
先
生
は
憶
え
て
い
ま
す

か
。
後
の
文
化
勲
章
受
賞
者
で
す
が
。
博
物

学
を
教
え
て
い
た
そ
う
で
す
が
。

栗
田
―
思
い
出
し
ま
せ
ん
。
萩
原
先
生
は
知
っ

て
い
ま
す
。

同
窓
会
―
あ
と
ど
ん
な
先
生
を
憶
え
て
い
ま
す

か
。

栗
田
―
仙
波
、
体
操
の
先
生
。
以
前
は
良
く
憶

え
て
い
た
ん
だ
け
ど
、
急
に
忘
れ
っ
ぽ
く
な

っ
て
、
や
に
な
っ
ち
ゃ
う
よ
。
昔
は
パ
ッ
パ

と
出
て
き
た
ん
だ
が

同
窓
会
―
関
東
大
震
災
は
憶
え
て
い
る
で
し
ょ

う
。

栗
田
―
私
は
日
本
橋
に
い
ま
し
た
。

同
窓
会
―
母
校
は
戦
災
で
校
舎
が
焼
け
、
９
期

以
前
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
が
残
っ
て
い
ま
せ

ん
。
お
持
ち
で
す
か
。

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
一
人
で
暮
ら
し
て
い

る
。
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
は
長
男
の
雅
弘（
54
歳
・

特
許
庁
審
判
長
）
さ
ん
が
同
席
し
た
。

　

栗
田
さ
ん
（
旧
名
竹
代
）
は
、
父
・
房
太
郎
、

母
・
伊
代
さ
ん
の
７
人
兄
弟
姉
妹
の
五
男
と
し

て
、
１
９
０
９
年
（
明
治
42
年
）
12
月
26
日
、

東
京
市
日
本
橋
区
橘
町
２
番
地
に
生
ま
れ
た
。

家
業
は
当
時
ハ
イ
カ
ラ
だ
っ
た
上
埜
屋
商
店
と

い
う
洋
傘
屋
を
営
ん
で
い
た
。
父
か
ら
良
い
学

校
が
出
来
た
か
ら
入
れ
と
言
わ
れ
、
１
９
２
３

年
（
大
正
12
年
）、
久
松
小
学
校
か
ら
母
校
へ

入
学
。
因
み
に
弟
の
忠
造
さ
ん
も
兄
に
続
い
た

（
８
期
）。　

同
窓
会
―
栗
田
さ
ん
は
４
期
で
す
が
、
同
期
の

番
場
嘉
一
郎
（
後
の
千
葉
商
科
大
学
学
長
）

さ
ん
を
憶
え
て
い
ま
す
か
。

栗
田
―
知
っ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
―
近
藤
隆
英
（
後
の
母
校
教
員
）
さ
ん

は
御
存
知
で
す
か
。
静
岡
県
か
ら
転
校
し
て

き
た
そ
う
で
す
が
。

栗
田
―
憶
え
て
ま
す
。
威
張
っ
て
い
た
。

同
窓
会
―
担
任
の
先
生
は
ど
な
た
で
し
た
か
。

栗
田
―
憶
え
て
い
ま
せ
ん
。

同
窓
会
―
50
年
史
の
抜
粋
を
拡
大
コ
ピ
ー
し
て

き
ま
し
た
の
で
、
さ
し
あ
げ
ま
す
。

栗
田
―
こ
れ
陶
山
校
長
ね
。い
い
校
長
だ
っ
た
。

羽
田
は
ダ
メ
。
俺
は
嫌
い
だ
っ
た
。
羽
田
嫌

い
は
多
か
っ
た
ね
。

同
窓
会
―
羽
田
は
ハ
ダ
で
は
な
く
ハ
タ
と
読
む

ん
で
す
ね
。

栗
田
―
ハ
タ
で
す
。
ハ
タ
マ
タ
エ
イ
と
読
む
ん

で
す
。
自
分
が
校
長
に
な
り
た
い
も
ん
だ
か

　

２
０
１
３
年(

平
成
25
年)

９
月
４
日
付
。
讀

賣
新
聞　

江
東
版
に
左
記
の
記
事
が
載
っ
た
。

『
東
京
の
記
憶　

関
東
大
震
災
90
年　

波
打
っ

た
地
面　

逃
げ
ま
ど
う
人

関
東
大
震
災
が
起
き
た
と
き
、
13
歳
だ
っ
た

栗
田
清
史
さ
ん
（
１
０
３
歳
）
は
、
現
在
の
渋

谷
区
に
あ
っ
た
府
立
第
一
商
業
学
校
か
ら
、
日

本
橋
の
自
宅
に
向
か
う
電
車
内
で
激
し
い
揺
れ

に
見
舞
わ
れ
た
』

90
年
前
に
起
き
た
日
本
史
上
未
曽
有
の
災
害

の
生
き
証
人
の
話
と
母
校
創
設
時
の
お
話
を
聞

く
た
め
、
昨
年
10
月
９
日
、
菊
池
会
長
、
石
田

副
会
長
と
と
も
に
栗
田
さ
ん
宅
を
訪
問
し
た
。

（
写
真
１
）

　

栗
田
さ
ん
は
荒
川
区
町
屋
の
隅
田
川
沿
い
の

栗
田
清
史
（
く
り
た
・
せ
い
し
）さ
ん
４
期

著
名
人
訪
問

そ
の　
　1

写真2　朝鮮京城にて

写真1　書斎にて　右から２人目栗田さん
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ブ
の
佐
竹
さ
ん
や
野
村
さ
ん
も
写
っ
て
い
ま

す
ね
。
同
期
会
の
ア
ル
バ
ム
は
７
期
以
前
は

あ
り
ま
せ
ん
。
貴
重
な
資
料
で
す
。
ぜ
ひ
百

年
史
の
時
に
拝
借
し
た
い
。
昭
和
52
年
白
川

郷
、
多
数
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
安
田
財

閥
御
曹
司
も
写
っ
て
い
る
。
田
中
益
次
郎
さ

ん
と
田
口
篤
一
郎
さ
ん
は
魚
河
岸
の
人
で

す
。
昭
和
56
年
サ
ン
プ
ラ
ザ
、
日
本
橋
倶
楽

部
、
清
月
堂
、
住
友
ク
ラ
ブ
、
魚
源
、
聘
珍

楼
。
す
ば
ら
し
い
、
す
ば
ら
し
い
、
す
ば
ら

し
い
。
先
生
は
呼
ば
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

栗
田
―
呼
ば
な
か
っ
た
。
皆
、
先
生
は
嫌
い
だ

っ
た
か
ら
。

同
窓
会
―
写
真
に
名
前
が
書
い
て
あ
る
の
は
本

当
に
貴
重
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
大
事
に
し
て

く
だ
さ
い
。
き
ょ
う
は
長
時
間
に
亘
っ
て
お

付
き
合
い
頂
き
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
す
ま
す
長
生
き
さ
れ
て
、
長
寿
世

界
一
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。（

大
森
東
亜
記
）

栗
田
―
学
校
は
渋
谷
か
ら
歩
い
て
30
分
く
ら
い

か
か
り
ま
し
た
。
良
い
校
長
で
し
た
。
羽
田

は
嫌
い
だ
っ
た
。
威
張
り
腐
っ
て
い
て
。
外

国
語
の
先
生
は
外
人
で
し
た
。
英
語
の
他
に

ロ
シ
ア
語
と
シ
ナ
語
が
あ
り
、
シ
ナ
語
を
勉

強
し
ま
し
た
が
、
中
途
半
端
で
し
た
。

同
窓
会
―
こ
れ
は
当
時
使
わ
れ
て
い
た
商
業
学

校
の
教
科
書
の
写
真
で
す
が
、
見
覚
え
は
あ

り
ま
す
か
。

栗
田
―
憶
え
て
い
ま
せ
ん
。

同
窓
会
―
英
語
の
教
科
書
は
日
本
の
物
で
は
な

く
、
外
国
の
を
使
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
。

栗
田
―
そ
う
、
輸
入
品
だ
っ
た
。
そ
こ
ら
に
あ

る
は
ず
だ
。

雅
弘
さ
ん
―
三
度
も
引
っ
越
し
を
し
て
い
る
の

で
、
お
そ
ら
く
無
い
で
し
ょ
う
。

栗
田
―
松
居
（
文
房
具
屋
）
の
親
父
は
因
業
な

オ
ヤ
ジ
で
大
嫌
い
だ
っ
た
。威
張
っ
て
い
て
。

た
だ
娘
さ
ん
が
き
れ
い
だ
っ
た
の
で
勘
弁
出

来
た
。

同
窓
会
―
独
占
企
業
で
し
た
か
ら
で
す
よ
。
い

ま
は
廃
業
し
て
ビ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
校

歌
は
あ
り
ま
し
た
か
。

栗
田
―
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
給
食
の
ご

飯
は
お
櫃
に
入
っ
て
い
て
、
何
杯
も
た
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
　

教
練
（
写
真
７
）
の
教
官
は
少
佐
で
し
た
。

普
通
の
学
校
は
尉
官
で
す
が
。
一
商
は
特
別

だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。

同
窓
会
―
年
賀
状
の
交
換
や
同
期
会
は
や
っ
て

い
ま
す
か
。

雅
弘
さ
ん
―
父
の
期
は
同
期
会
が
好
き
で
、「
昭

和
二
会
」（
昭
和
二
年
卒
業
）
と
い
っ
て
毎

年
の
よ
う
に
開
催
し
て
い
ま
し
た
。

同
窓
会
―
（
ア
ル
バ
ム
を
見
な
が
ら
）
こ
れ
は

江
知
勝
で
す
ね
。
す
き
焼
屋
の
。
鉢
山
ク
ラ

同
窓
会
―
大
正
15
年
10
月
28
日
、
北
京
に
て
求

む
、
宮
殿
の
瓦
と
書
い
て
あ
り
ま
す
ね
。
第

二
回
目
の
修
学
旅
行
で
す
ね
。
健
康
の
秘
訣

は
な
ん
で
す
か
。

雅
弘
さ
ん
―
食
べ
物
に
好
き
嫌
い
は
あ
り
ま
せ

ん
。
何
で
も
良
く
食
べ
ま
す
。
も
の
す
ご
い

読
書
家
で
、
今
で
も
本
を
買
い
に
行
か
さ
れ

ま
す
。
絵
を
見
る
の
が
好
き
な
よ
う
で
す
。

同
窓
会
―
こ
れ
は
百
歳
の
お
祝
い
品
で
す
ね
。

栗
田
―
総
理
大
臣
か
ら
の
賞
状
（
写
真
４
）
と

銀
杯
（
写
真
５
）、都
知
事
か
ら
の
賞
状
（
写

真
６
）
区
長
さ
ん
は
自
ら
の
来
宅
で
し
た
。

同
窓
会
―
麻
生
総
理
と
石
原
都
知
事
か
ら
で
す

ね
。

そ
う
思
う
。

同
窓
会
―
栗
田
さ
ん
は
と
て
も
百
歳
を
超
え
て

い
る
と
は
見
え
ま
せ
ん
。
毎
日
散
歩
な
ん
か

し
て
い
る
の
で
す
か
。

栗
田
―
三
年
前
に
病
気
を
し
て
足
が
不
自
由
に

な
っ
た
。
散
歩
に
は
出
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

同
窓
会
―
戦
争
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
す

ね
。

栗
田
―
行
き
ま
せ
ん
。
修
学
旅
行
に
朝
鮮
（
写

真
２
）、
満
州
へ
行
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
北

京
で
買
っ
た
瓦
で
す
（
写
真
３
）。

写真3　お土産の瓦

写真4　経理大臣賞状

写真6　都知事賞状
写真5　銀杯

写真7　明治神宮参拝
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し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
占
領
政
策
は
、
日
本
が
再
度
戦
争
を

仕
掛
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
日
本
を
非
軍
事
化
し
、

民
主
化
を
推
進
す
る
こ
と
で
し
た
。
非
軍
事
化
で
は

軍
国
主
義
者
な
ど
旧
体
制
の
指
導
者
の
追
放
、
天
皇

の
い
わ
ゆ
る
人
間
宣
言
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
民

主
化
と
し
て
前
述
の
よ
う
に
教
育
基
本
法
や
学
校
教

育
法
の
制
定
が
あ
り
、
小
作
人
の
解
消
や
寄
生
地
主

の
一
掃
を
し
た
農
地
改
革
、
独
占
禁
止
法
な
ど
財
閥

企
業
の
解
体
、
分
割
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
制
高
校
生
に
な
っ
た
早
々
、
昭
和
二
十
四
年
四

月
１
ド
ル
＝
３
６
０
円
の
単
一
為
替
レ
ー
ト
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
ド
ッ
ジ
ラ
イ
ン

が
し
か
れ
デ
フ
レ
政
策
が
と
ら
れ
ま
し
た
。
イ
ン
フ

レ
の
収
束
と
輸
出
促
進
の
た
め
と
言
わ
れ
ま
し
た

が
、
今
の
よ
う
な
開
か
れ
た
国
際
社
会
で
な
か
っ
た

し
、
経
済
的
な
素
養
が
な
か
っ
た
の
で
私
た
ち
に
は

は
っ
き
り
言
っ
て
判
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
し
た
。

不
況
が
訪
れ
て
失
業
者
が
増
大
し
、
労
働
者
の
権
利

と
い
っ
て
労
働
運
動
が
激
し
く
な
り
メ
ー
デ
ー
な
ど

で
騒
が
れ
、
そ
の
騒
ぎ
は
怖
く
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
前
年
に
極
東
軍
事
裁
判
で
戦
争
犯
罪
人
が
裁

か
れ
て
、
東
條
英
機
元
首
相
な
ど
七
人
に
絞
首
刑
が

言
い
わ
た
さ
れ
、
刑
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
国

民
を
誤
っ
て
戦
争
に
巻
き
込
み
、
日
本
人
の
心
と
国

土
を
破
滅
に
追
い
込
ん
だ
指
導
者
た
ち
が
裁
か
れ
た

の
で
す
。
戦
争
の
傷
跡
と
し
て
「
き
け
わ
だ
つ
み
の

こ
え
」
な
ど
戦
没
学
生
の
遺
稿
や
手
記
が
問
題
に
な

り
、
こ
れ
ら
手
記
が
映
画
化
さ
れ
ま
し
た
。
た
し
か

あ
っ
て
は
ざ
ら
紙
で
あ
れ
ば
良
い
方
で
、
教
科
書
の

な
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
私
の
手
元
に
「
中
等
音

楽
」
一
、
二
、
三
年
の
紙
質
が
悪
い
教
科
書
が
残
っ

て
い
ま
す
が
、
当
時
と
し
て
は
貴
重
な
教
科
書
で
し

た
。簿

記
な
ど
は
、
一
年
か
ら
三
年
ま
で
あ
ま
り
変
わ

ら
な
い
よ
う
な
内
容
で
、
ガ
リ
版
刷
り
の
問
題
を
競

争
で
や
ら
さ
れ
た
よ
う
な
感
じ
が
し
て
な
り
ま
せ

ん
。そ

ん
な
中
、
さ
す
が
一
商
な
ら
で
は
と
誇
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
教
材
不
足
の
な
か
、

中
学
三
年
の
頃
か
ら
一
商
の
先
生
方
が
中
心
と
な
っ

て
「
商
業
科
目
」
の
副
読
本
作
り
に
携
わ
れ
ま
し
た
。

私
の
記
憶
で
は
、
商
業
法
規
に
小
林
（
元
仲
）、
商

業
経
済
に
国
芳
、
商
業
簿
記
に
神
納
、
商
業
計
算
に

阿
部
、
文
書
実
務
に
黒
田
先
生
な
ど
Ａ
５
版
サ
イ
ズ

で
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
つ
い
で
国
元
書
房
か
ら
装
丁

さ
れ
た
本
で
「
例
解
シ
リ
ー
ズ
」
が
発
刊
さ
れ
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
稲
垣
先
生
は
従
来
か
ら
も
珠
算
の

問
題
集
や
書
籍
を
出
版
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

【
漸
く
陽
が
さ
し
始
め
た
経
済
・
社
会
】

学
制
改
革
が
一
巡
し
た
こ
の
頃
、
私
た
ち
学
童
疎

開
の
世
代
の
多
く
は
、
よ
う
や
く
戦
争
の
恐
怖
、
疎

開
で
の
苦
難
な
ど
の
思
い
出
か
ら
解
放
さ
れ
は
じ
め

ま
し
た
。
ま
だ
食
糧
や
生
活
物
資
は
配
給
制
、
切
符

制
に
た
よ
ら
ざ
る
を
え
な
い
貧
困
な
生
活
状
況
で
し

た
が
、
な
に
か
世
の
中
動
き
始
め
た
感
じ
が
あ
り
ま

【
新
制
高
校
に
改
革
・
教
科
書
の
問
題
】

昭
和
二
十
四
年
（
１
９
４
９
年
）
春
、
私
た
ち
は

都
立
第
一
商
業
高
等
学
校
一
年
生
に
な
り
、
併
設
中

学
校
は
自
動
的
に
廃
校
に
な
り
ま
し
た
。
旧
制
で
あ

れ
ば
四
年
に
な
れ
ば
あ
と
１
年
な
い
し
２
年
在
学
し

て
進
学
か
就
職
で
き
た
の
で
す
が
、
新
制
高
校
で
は

こ
れ
か
ら
３
年
間
勉
強
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
六

三
三
制
の
学
制
改
革
に
よ
り
、
中
等
教
育
の
期
間
が

１
年
な
い
し
２
年
延
ば
さ
れ
た
の
で
す
。
私
に
は
学

制
改
革
で
教
育
が
充
実
し
た
の
か
ど
う
か
判
断
で
き

ま
せ
ん
が
、
損
し
た
よ
う
な
気
も
な
く
は
な
か
っ
た

の
で
す
。

当
時
、
学
内
で
は
六
三
三
制
に
対
し
て
批
判
が
あ

り
ま
し
た
。
武
市
校
長
は
普
通
高
校
で
さ
え
中
途
半

端
に
終
わ
る
の
に
、
商
業
高
校
三
年
間
で
は
職
業
教

育
は
な
お
無
理
だ
と
主
張
さ
れ
、
中
学
と
高
校
、
そ

の
先
短
大
ま
で
一
貫
し
た
職
業
教
育
を
す
べ
き
と
主

張
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
急
き
ょ
制
度
化
さ
れ
た

学
制
改
革
に
問
題
を
提
起
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
戦
後
の
こ
と
と
は
い
え
、
今
ま
で
き
ち
ん
と

し
た
教
科
書
も
少
な
く
て
ガ
リ
版
の
教
科
書
で
間
に

合
わ
せ
に
教
わ
っ
た
観
も
あ
り
ま
す
。
教
養
科
目
に

旧
制
最
後
に
入
学
し
た

　
　
　

一
商
生（
そ
の
３
）

海
口
　
頼
久
（
29
期
）
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個
人
発
表
さ
せ
ら
れ
た
の
で
す
。
六
十
五
年
後
の
今

日
、「
戦
争
の
放
棄
」
や
「
集
団
的
自
衛
権
」
が
論

じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
興
味
深
く
感
じ
て
い
ま
す
。

（
一
商
伝
統
の
割
り
算
九
九
な
ど
）

　

一
商
に
入
っ
て
、
こ
の
ほ
か
暗
記
を
迫
ら
れ
た
の

は
、
一
商
独
特
の
「
割
り
算
九
九
」
で
す
。
当
時
世

間
で
は
割
り
算
は
、「
2.1
て
ん
さ
く
の
５
の
割
り
算

九
九
」
で
し
た
が
、
一
商
で
は
、

　
　

2.1　

５
、2.2
が
10（
い
ん
じ
ゅ
う
）、

…
3.1　

３
と
１
、
3.2
が
６
と
２
、
…

　

と
簡
潔
な
言
い
回
し
で
し
た
が
、
割

り
算
九
九
は
あ
ま
り
使
わ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

珠
算
部
（
当
時
は
競
算
部
）
で
は
、

こ
の
割
り
算
九
九
の
ほ
か
開
平
（
平
方

根
）の
た
め
の
半
九
九
、開
立（
立
方
根
）

の
た
め
の
３
乗
九
九
な
ど
使
い
、
筆
算

で
行
う
計
算
を
ソ
ロ
バ
ン
で
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
競
技
会
訓
練
の
ほ
か
、
数
に

関
連
し
た
も
の
を
楽
し
ん
で
い
た
も
の

と
し
て
、
速
算
方
法
の
研
究
、
人
と
会

話
を
し
な
が
ら
の
計
算
、
複
数
の
口
座

を
同
時
に
計
算
す
る
盤
面
算
、
外
国
通

貨
や
度
量
衡
算
な
ど
十
進
法
以
外
の
計

算
法
、
利
息
計
算
と
く
に
年
金
計
算
な

ど
よ
く
や
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
計
算

は
、
翌
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
「
珠
算
の

実
務
検
定
試
験
一
級
」
の
「
応
用
計
算
」

会
科
担
当
で
私
た
ち
に
は
近
づ
き
が
た
い
聖
者
の
先

生
で
、
最
初
の
授
業
で
「
日
本
国
憲
法　

前
文
」
を

暗
記
し
て
く
る
よ
う
に
言
わ
れ
、
全
員
が
覚
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

日
本
国
憲
法
は
平
仮
名
で
口
語
体
で
す
。
国
民
学

校
時
代
覚
え
さ
せ
ら
れ
た
明
治
天
皇
の
教
育
勅
語
の

よ
う
に
難
し
い
語
句
は
な
く
文
語
体
で
な
い
け
れ

ど
、
暗
記
と
な
れ
ば
大
変
で
す
。
一
週
間
後
に
個
人

母
校
一
二
期
の
伊
豆
肇
先
輩
が
主
演
さ
れ
多
く
の
人

の
涙
を
誘
い
ま
し
た
。
後
日
、
伊
豆
肇
先
輩
が
運
動

会
に
顔
を
出
さ
れ
、
一
商
か
ら
俳
優
が
で
た
こ
と
に

誇
り
を
感
じ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
戦
争
の
傷
跡
も
少
し
は
癒
さ
れ
、
民
主
化

の
兆
し
も
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
、
ま
た
湯
川
博
士
の
ノ

ー
ベ
ル
賞
の
受
章
や
古
橋
・
橋
爪
選
手
の
世
界
記
録

樹
立
な
ど
の
活
躍
が
あ
っ
て
世
相
も
明
る
く
、
自
由

な
解
放
感
、
平
和
の
あ
り
が
た
さ
も
感
じ
ら
れ
始
め

ま
し
た
。

【
高
校
一
年
の
学
校
生
括
】

（「
日
本
国
憲
法
　
前
文
」
の
暗
記
　
な
ど
）

　

新
制
一
年
の
学
級
数
は
６
組
で
、
Ａ
組
か
ら
Ｆ
組

と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
示
に
な
り
ま
し
た
。
一
ク
ラ

ス
の
人
数
は
、
他
の
商
業
高
校
の
併
設
中
か
ら
の
転

校
、
疎
開
か
ら
や
っ
と
帰
れ
て
入
学
で
き
た
友
人
で

多
く
な
り
ま
し
た
。
校
庭
に
面
し
た
明
る
い
教
室
に

移
れ
た
こ
と
、
一
人
机
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
新
し

い
気
分
に
さ
せ
ま
し
た
。

　

な
お
、
通
路
を
挟
ん
だ
東
側
の
教
室
を
、
新
制
鉢

山
中
学
校
に
貸
し
て
い
た
こ
と
を
後
日
知
り
、
入
学

当
初
の
猿
楽
校
舎
で
の
勉
強
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ

れ
る
と
と
も
に
、
地
域
で
の
教
育
の
一
体
感
が
温
か

く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
は
Ｄ
組
で
担
任
は
佐
藤
（
辰
）
先
生
で
し
た
。

ほ
か
に
杉
村
、
鈴
木
（
清
）、
高
原
、
横
山
先
生
等

が
一
年
の
担
任
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
佐
藤
先
生
は
社

真中に佐藤先生（憲法前文を覚えさせた）が、満点取得の吉田君（表彰状をもった村田君のうしろ）が、
優勝カップを握った私が写ったクラス全員の写真をとりました。
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て
、
ア
メ
リ
カ
の
科
学
技
術
の
進
展
に
驚
く
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
情
報
と
く
に
高
層
気
象
情
報
が
秘
密
に

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
戦
争
の
思
い
が
重
な
り
不
安
な

気
持
ち
に
も
な
り
ま
し
た
。

【
充
実
し
て
き
た
新
制
高
校
一
年
生
】

　

新
制
高
校
一
年
に
な
り
、
授
業
も
楽
し
く
校
友
会

（
部
）
活
動
も
活
発
に
で
き
、
家
庭
環
境
も
以
前
よ

り
相
当
程
度
良
く
な
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。

　

授
業
で
は
、
商
業
科
目
は
先
生
方
が
副
読
本
を
書

く
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
よ
う
に
纏
ま
っ
た
講
義
を

受
け
ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
た
と
え
ば
商
業

実
践
の
授
業
で
、
日
銀
の
働
き
に
①
日
銀
券
の
発
行

②
利
子
率
の
調
整
③
公
開
市
場
操
作
の
三
つ
が
あ
る

こ
と
を
教
わ
り
、
経
済
の
仕
組
み
を
相
当
理
解
し
た

か
の
よ
う
な
感
激
を
覚
え
た
も
の
で
し
た
。
社
会
科

は
民
主
主
義
思
想
が
基
調
と
な
り
大
幅
に
変
わ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
数
学
で
は
中
学
時
代
に

は
国
民
学
校
の
算
数
の
見
直
し
み
た
い
な
も
の
か

ら
、
方
程
式
や
関
数
、
三
平
方
の
定
理
と
図
形
な
ど

体
系
的
な
内
容
に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

部
活
で
は
、
一
年
生
の
た
め
進
学
や
就
職
の
進
路

を
決
め
る
前
だ
つ
た
の
か
、
体
育
部
は
け
っ
こ
う
遅

く
ま
で
グ
ラ
ン
ド
で
、
多
く
の
文
化
部
門
で
も
自
主

的
に
活
発
に
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
学
級
活
動
も

ク
ラ
ス
別
対
抗
で
盛
り
上
が
り
、
自
治
会
な
ど
の
運

営
も
あ
り
活
発
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

戦
後
、毎
年
何
回
も
台
風
が
日
本
を
襲
い
ま
し
た
。

東
経
北
緯
に
発
生
す
る
台
風
は
、
ア
メ
リ
カ
の
女
性

の
名
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
二
十
二
年（
１
９
４
７
）

キ
ャ
サ
リ
ー
ン
、
翌
年
ア
イ
オ
ン
台
風
、
二
十
四
年

は
キ
テ
ィ
台
風
が
関
東
地
方
を
襲
い
ま
し
た
。
二
十

四
年
の
台
風
の
都
度
、
天
気
図
を
描
い
て
相
談
所
の

先
生
に
診
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
台
風
の
気
象
観
測

を
や
っ
て
み
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
寒
暖
計

や
雨
量
計
の
他
、
空
ご
ん
気
圧
計
と
ロ
ビ
ン
ソ
ン
風

速
計
ま
で
お
借
り
し
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
真
夜
中
、

ト
タ
ン
板
な
ど
飛
ぶ
中
、
三
十
分
ご
と
野
外
観
測
に

当
た
り
ま
し
た
。
懐
中
電
灯
が
無
く
、
何
度
も
マ
ッ

チ
を
す
る
瞬
間
に
気
圧
計
、
風
速
計
な
ど
の
目
盛
を

読
み
ま
す
。
記
録
を
整
理
し
自
分
な
り
に
台
風
の
中

心
を
予
想
し
ま
す
。
ラ
ジ
オ
気
象
通
報
で
描
い
た
天

気
図
と
見
比
べ
ま
す
。
大
体
ラ
ジ
オ
通
報
の
情
報
は

一
時
間
ほ
ど
遅
い
と
感
じ
ま
し
た
。
相
談
所
の
先
生

は
「
よ
く
観
察
し
た
ね
」
と
褒
め
て
く
れ
、
２
回
に

わ
た
り
高
層
気
象
観
測
の
「
ラ
ジ
オ
ゾ
ン
デ
」
打
ち

上
げ
に
極
秘
に
招
い
て
く
れ
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
ゾ
ン

デ
は
、
ア
メ
リ
カ
支
給
の
観
測
機
器
を
の
せ
た
風
船

を
毎
日
午
前
・
午
後
０
時
に
打
上
げ
、
そ
れ
を
地
上

の
通
信
機
器
で
受
け
て
高
層
の
気
象
状
況
を
観
測
す

る
と
の
こ
と
。
し
き
り
な
く
打
た
れ
る
通
信
機
器
の

音
が
響
い
て
い
ま
し
た
。
気
象
に
関
す
る
情
報
は
、

米
国
な
ど
各
国
の
航
空
機
、
船
舶
、
周
辺
各
国
の
気

象
観
測
拠
点
か
ら
絶
え
間
な
く
集
ま
っ
て
き
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

高
層
気
象
観
測
と
通
信
機
器
の
発
達
を
見
聞
し

に
出
題
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
学
団
対
抗
か
ら
ク
ラ
ス
別
対
抗
に
　

　
　
　
　
　
　
　
野
球
・
水
泳
や
珠
に
）

　

一
商
伝
統
の
学
団
が
、
学
年
ご
と
の
ク
ラ
ス
数
が

異
な
っ
て
き
た
た
め
か
学
団
対
抗
は
無
く
な
り
、
全

校
ま
た
は
学
年
別
の
ク
ラ
ス
別
対
抗
に
な
り
ま
し

た
。
野
球
は
鉢
山
の
グ
ラ
ン
ド
で
、
水
泳
は
古
橋
・

橋
爪
選
手
が
活
躍
し
た
日
大
の
プ
ー
ル
を
借
り
て
行

わ
れ
ま
し
た
。珠
算
は
校
内
の
全
ク
ラ
ス
の
大
会
で
、

わ
が
一
年
Ｄ
組
が
二
週
間
ほ
ど
か
け
た
放
課
後
の
全

員
特
訓
が
効
を
奏
し
て
優
勝
の
栄
誉
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。

　

こ
の
吉
田
君
か
ら
代
々
木
上
原
の「
大
相
撲
巡
業
」

の
宿
舎
と
な
っ
た
お
宅
に
招
待
さ
れ
、
大
宮
ま
で
追

っ
か
け
見
学
と
な
り
ま
し
た
。
彼
は
こ
の
前
に
、
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
、東
横
百
貨
店
の
光
景
で「
最

優
秀
賞
」
を
受
章
し
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
商
に
入
学
し
て
４
年
目
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
殆

ど
の
顔
と
名
前
や
特
徴
な
ど
が
判
り
、
皆
が
共
通
の

目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
天
気
図
作
成
と
台
風
の
観
測
）

　

夏
休
み
の
宿
題
の
日
記
に
は
天
気
を
書
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
夏
休
み
の
多
く
を
疎
開
先
の
信

州
で
過
ご
し
て
天
気
の
記
録
を
忘
れ
、
気
象
台
の
気

象
相
談
所
に
調
べ
に
行
き
ま
し
た
。
何
時
し
か
相
談

所
の
方
と
親
し
く
な
り
、
天
気
図
の
描
き
方
の
指
導

を
受
け
、
週
に
１
、
２
回
ラ
ジ
オ
の
気
象
通
報
を
聞

い
て
天
気
図
を
描
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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　　　 電話 03-3291-5344　FAX 03-5577-4238　E-mail info@isshou.jp（同窓会と同じです）
鉢山クラブの活動に参加してみませんか。参加ご希望の方は上記までご連絡下さい。より豊かな生き方への一助をめ
ざすと同時に鉢山クラブのコンセプトは「仲良しクラブ」でもあります。どうぞよろしくお願いします。

鉢山クラブとは…
　昭和41年に一商卒業生の有志が結成。このまま卒業し
てバラバラになるのはもったいない、卒業した後も友情
を持ち続け連絡取り合う場がほしい。その為の会を作ろ
う、ということで結成されたものです。当時の同窓会会
長、渡辺照義氏（１期）の音頭取りにより、初代会長は
上田龍作氏（１期）が選ばれ発足しました。発足当時は
経済講演会から絵画教室等幅広い活動をしていて一時名
称を「鉢山経済クラブ」と称していた事もありました。
現在では会員同士の親睦を深める事と母校一商の発展に
支援する活動をしています。
主な活動 
　定例会　鉢山の日、グルメ会（毎月開催） 
　　　　　新年会、理事会、総会、忘年会 

　催　事　花見会、ダンスとカラオケの会、納涼会、
　　　　　一泊旅行 
　同好会　川柳会、歌謡教室、映画鑑賞会、落語鑑賞会、
　　　　　ぶらり・ウォーキングの会（新） 
　会　報　年数回発行
会員状況　会員数 114名 
　　　　　男性会員 49名　女性会員 13名　
　　　　　会報会員 52名
会費　入会金　一口   5,000円（一口以上） 
　　　年会費　男性 24,000円（ひと月 2,000円） 
　　　　　　　女性 12,000円（ひと月 1,000円） 
　　　地方会員　　   6,000円 
　　　会報会員　　   2,000円

大歓迎です。直近の活動実績、予定は次のようになります。
　３月３日（月）午後１時30分　同窓会事務所
　５月３日（月）午前10時　清澄庭園にて吟行
　７月７日（月）午後１時30分　同窓会事務所
　なお、お問い合わせ・ご連絡は以下の世話人宛にお願
いします。　
垂井道夫（28期）（現代俳句の会会員）
145-0065 大田区東雪谷2-3-9　TEL&FAX  03-3726-3169
飯泉善一郎（31期）（NHK学園 俳句の友の会会員）
158-0094 世田谷区玉川2-7-1　TEL&FAX  03-3707-5586
（ご参考）本年３月に出された句を数句ご披露いたします。
　　　　 ◎せせらぎは髙き音たて春隣
　　　　 ◎春時雨ほのかに笑まふ磨崖仏
　　　　 ◎しんしんと神の宿りて山眠る

グルメ会（築地・魚河岸見学）

一泊旅行

花見会

カラオケ会

川柳会

映画鑑賞会

鉢山俳句会
　鉢山俳句会が発足しましたのは平成24年６月で、現在
会員は８名になっております。主な活動としては原則と
して奇数月の第１月曜日の午後に定例句会を同窓会事務
所で開催しております。
　その定例句会では各自が兼題（あらかじめ決めた季題）
で２句、自由題で１句の計３句を提出し、選句と選評を
和やかな雰囲気の中で行っております。
　俳句は一人でも楽しめますが、仲間とお互いの句を選
んだり、批評しあうことによって一層楽しみが増え、上
達につながるものと考えます。
　現在会員は８名と少人数ですので、もう少し仲間を増
やし充実した句会にしたいと望んでおります。俳句に興
味をお持ちの方は是非当会を覗いてみて下さい。見学も
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京
府
立
第
一
商
業
学
校
校
友
会　

印
刷
者
、
岡
本　

弘　

印
刷
所
、文
明
社
、発
売
所　

富
文
館
・
定
価
壹
円
五
拾
銭
）

　

昭
和
六
年
五
月
十
二
日
か
ら
六
月
二
十
日
ま
で
約
一
ヶ

月
半
の
大
旅
行
で
あ
っ
た
。
旅
程
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

東
京
─
下
関
─
釜
山
─
慶
州
─
大
邱
─
京
城
─
平
壌
─

安
東
─
奉
天
─
撫
順
─
長
春
─
ハ
ル
ピ
ン
─
長
春
─
大
連

─
旅
順
─
青
島
─
上
海
─
杭
州
─
上
海
─
南
京
─
蘇
州
─

上
海
─
長
崎
─
神
戸
─
京
都
─
東
京
。

　

費
用
は
百
円
。
当
時
の
百
円
は
現
在
の
百
万
円
ぐ
ら
い

だ
ろ
う
。
一
年
生
の
時
か
ら
積
立
て
ら
れ
た
が
、
参
加
で

き
な
い
生
徒
に
は
返
金
さ
れ
た
。
こ
の
事
実
か
ら
、
当
時

の
一
商
生
の
家
庭
の
経
済
状
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

善
治
伯
父
の
仲
間
に
清
月
堂
の
水
原
さ
ん
が
い
た
こ
と
は

前
に
も
書
い
た
が
、
オ
リ
エ
ン
ト
時
計
の
社
長
の
令
息
も

い
た
。
古
く
は
安
田
財
閥
の
御
曹
司
も
在
籍
し
て
い
た
と

い
う
か
ら
、
今
で
い
う
Ｐ
Ｔ
Ａ

（
当
時
は
保
護
者
会
）
の
資
金

は
潤
沢
だ
っ
た
。
そ
の
理
事
長

は
三
井
物
産
取
締
役
小
林
正
直

氏
（
と
い
う
こ
と
は
子
息
が
在

学
中
？
）
で
、
そ
の
予
算
は
一

万
四
千
円
余
。
い
わ
ば
一
商
生

は
金
持
ち
の
家
庭
の
子
息
の
集

ま
り
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　

一
商
の
黄
金
時
代
と
も
い
え

る
こ
の
時
期
、
校
内
球
技
大
会

や
夏
休
み
自
由
研
究
で
優
秀
な

成
績
を
お
さ
め
た
者
に
は
立
派

な
銅
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
た
。

（
写
真
５
、
６
）
は
バ
レ
ー
ボ

だ
。
た
だ
受
験
組
だ
っ
た
島
田
さ
ん
は
、
参
加
が
許
さ
れ

な
か
っ
た
。

　

善
治
伯
父
ら
が
敢
行
し
た
朝
鮮
中
国
旅
行
の
模
様
を
記

し
た
紀
行
文
集
が
母
校
の
図
書
館
に
残
っ
て
い
た
。（
題

名
『
僕
等
の
見
た
る
満
州
南
支
』
昭
和
六
年
十
二
月
二
十

日
発
行
、
編
集
兼
発
行
者
・
岡
田
潤
一
郎
、
発
行
所
・
東

　

こ
の
六
点
中
五
点
は
、
私
が
一
商
へ
入
学
し
た
時
、
そ

の
合
格
祝
い
と
し
て
伯
父
石
田
正
治
（
十
一
期
）
か
ら
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
（
写
真
１
〜
４
）
は
正
治
の
兄
善
治
（
九
期
）
が
、
五

年
生
の
五
月
、
修
学
旅
行
に
行
き
買
い
求
め
た
も
の
で
あ

る
。
戦
前
の
一
商
は
修
学
旅
行
と
称
し
て
、
満
州
・
朝
鮮

の
他
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ま
で
行
っ
た
よ
う
だ
。
正
治
伯
父

の
学
友
島
田
照
三
郎
さ
ん
の
二
人
の
兄
上
は
、
そ
れ
ぞ
れ

四
期
と
五
期
だ
っ
た
が
、
上
の
兄
上
の
時
は
満
州
ま
で
だ

っ
た
そ
う
で
、
五
期
か
ら
そ
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
よ
う

私
の
宝
物
・
六
点

石
田
　
謙
司
（
37
期
）

　　　写真1　修学旅行絵ハガキ・京城風景（朝鮮編100枚）
　　　　　　　昭和6年5月26日求む

写真2　同絵ハガキ・長春の風景（満州編100枚）

写真4　北京景観の内、円明園の解説

写真3　修学旅行お土産北京景観
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こ
の
三
つ
の
事
件
の
内
二
つ
、
一
商
の
先
輩
が
活
躍
し
て

い
る
。

　

一
人
は
「
籠
城
事
件
」
で
鉢
山
ク
ラ
ブ
長
谷
川
徳
次
元

会
長
、
も
う
一
人
は
「
白
票
事
件
」
で
私
の
伯
父
石
田
正

治
で
あ
る
。
伯
父
は
表
立
っ
て
大
活
躍
し
た
訳
で
は
な
い

が
、
助
教
授
に
殉
じ
て
退
学
し
た
、
二
人
の
部
員
が
残
し

た
惜
別
の
歌
を
口
伝
と
し
て
残
し
て
い
た
。
伯
父
は
毎
年

年
末
自
分
の
店
に
ア
ル
バ
イ
ト
に
来
た
一
橋
大
生
に
口
伝

し
て
い
た
。
そ
れ
は
心
に
し
み
る
名
曲
だ
っ
た
の
で
私
が

写
譜
し
歌
い
、
浜
田
清
さ
ん
（
22
期
）
に
演
奏
し
て
い
た

だ
き
、
平
成
十
八
年
六
月
Ｃ
Ｄ
（
写
真
９
）
と
し
た
。
平

成
七
年
交
通
事
故
が
も
と
で
亡
く
な
っ
た
伯
父
へ
の
鎮
魂

歌
で
も
あ
る
。

ー
ル
大
会
で
の
も
の
。（
写
真
７
、
８
）
は
夏
休
み
活
動

へ
の
賞
品
。
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
学
校
の
大
盤

振
舞
に
は
、
豊
富
な
資
金
を
有
す
る
強
力
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
同

窓
会
の
バ
ッ
ク
が
あ
っ
た
。

　
一
橋
の
三
大
事
件

　

戦
前
の
一
商
は
、
毎
年
三
十
名
近
く
の
生
徒
を
東
京
商

大
（
現
一
橋
大
学
）
に
送
り
込
み
、
東
京
商
大
の
予
備
門

と
そ
の
名
を
天
下
に
轟
か
せ
た
と
い
う
話
だ
が
、
一
商
生

が
偉
か
っ
た
の
は
、
商
大
入
学
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
在

学
中
も
大
活
躍
し
て
い
た
者
が
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

か
つ
て
一
橋
大
学
に
は
「
三
大
事
件
」
と
呼
ば
れ
る
出

来
事
が
あ
っ
た
。
一
九
〇

八
年
か
ら
一
九
〇
九
年
の

「
申
酉
事
件
」。
一
九
三
一

年
の
「
籠
城
事
件
」
そ
し

て
、
一
九
三
五
年
か
ら
一

九
三
六
年
の「
白
票
事
件
」

が
そ
れ
で
あ
る
。

　
「
申
酉
事
件
」
と
は
専

攻
部
廃
止
を
め
ぐ
る
も

の
、「
籠
城
事
件
」
と
は

専
門
部
、
教
員
養
成
部
の

廃
止
を
め
ぐ
る
も
の
、
そ

し
て
、「
白
票
事
件
」
と

は
某
助
教
授
の
学
位
論
文

に
白
票
が
投
ぜ
ら
れ
、
教

授
就
任
が
阻
止
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
、で
あ
る
。

一
橋
大
学
・
口
伝
に
生
き
る
幻
の
青
春
歌

　
（
解
説
書
・
楽
譜
付
）

写真7　夏期休暇蒐集品展示会
　　　　出品メダル（幅3.5cm）

写真8　同メダル裏側

写真5　校内バレーボール大会
　　　　記念メダル（幅3.5cm）

写真6　同メダル裏側
　　　　府立一商排球部2592の文字

写
真
９　

東
京
商
大
白
票
事
件
で
歌
わ
れ
た
惜
別
の
歌
Ｃ
Ｄ

　
　
　
　

石
田
正
治
口
伝
、
石
田
謙
司
歌
・
浜
田
清
演
奏 石田正治（11期） 石田善治（9期）
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平成25年度  都立一商同窓会  会計報告（案）

平成25年度  都立一商奨学会  会計報告

●収支計算書（平成25年４月１日〜平成26年３月31日）

●収支計算書（平成25年４月１日〜平成26年３月31日） ●貸借対照表（平成26年３月31日現在）

●貸借対照表（平成26年３月31日現在）

収入の部

収入の部

支出の部

支出の部

予算額

予算額

予算額

予算額

決算額

決算額

決算額

決算額

差異(予算−決算)

差　異

差　異

差異(予算−決算)

科　　目

科　　目

金　　額

金　　額

（単位：円）

（単位：円） （単位：円）

（単位：円）

終 身 会 費 収 入
総会・同窓生の集い収入
年 会 費
賛 助 会 費 収 入
事 務 受 託 収 入
受 取 利 息
広 告 料 収 入
当 年 収 入 合 計（ Ａ ）
前 年 度 繰 越 収 支 差 額
収  入  合  計（ Ｂ ）

当年度収入合計（Ａ）
前 年 度 繰 越 収 支 差 額
収　 入　 合　 計（ Ｂ ）

奨 学 金
奨 学 金 振 込 手 数 料 等
会 議 費
交 通 費
雑 費
当年度支出合計（Ｃ）
当年度収支差額(Ａ－Ｃ)
年度繰越収支差額(Ｂ－Ｃ)

生 徒 募 集 費 補 助
就 職 対 策 費 補 助
部 活 動 奨 励 費
資 格 取 得 費 補 助
東 日 本 大 震 災 支 援
総会・同窓生の集い費
会 報 費
会 報 発 送 費
賛 助 会 費 募 集 費
歴 史 資 料 収 集 費
記 念 誌 編 集 費
校 歌 祭 参 加 費
事 務 所 費
事 務 費
交 通 費
会 議 費
諸 行 事 祝 金
慶 弔 費
通 信 費
消 耗 品 費
振 込 手 数 料
雑 費
周 年 行 事 積 立 費
当年度支出合計（Ｃ）
当年度収支差額(A)−(C)
次年度繰越収支差額(B)−(C)

950,000
400,000

2,000,000
3,500,000

360,000
60,000

250,000
7,520,000
5,401,923

12,921,923

2,244,700 
13,663,307 
15,908,007

2,160,000 
63,000 
5,000 

20,000
0 

2,248,000 
−3,300 

13,660,007

300,000
80,000

300,000
200,000
120,000
800,000

1,140,000
2,320,000

140,000
200,000
100,000
150,000

1,020,000
1,360,000

200,000
200,000
50,000

150,000
250,000
400,000
200,000
100,000
300,000

10,080,000
△2,560,000

2,841,923

1,005,000
367,400

1,956,000
5,190,475

360,000
54,208

108,000
9,041,083
5,401,923

14,443,006

2,234,973
13,660,007 
15,894,980

1,740,000
51,500

0
20,000
10,000

1,821,500
413,473 

14,073,480

300,000
72,800

299,894
209,230
120,000
668,609

1,199,100
2,314,280

110,355
66,520

0
175,726

1,020,000
1,542,840

121,570
134,538
103,000
33,625

271,716
416,178
106,185
68,251

300,000
9,654,417
△613,334
4,788,589

△55,000
32,600
44,000

△1,690,475
0

5,792
142,000

△1,521,083
0

△1,521,083

−9,727
−3,300

−13,027

420,000
11,500
5,000

0
−10,000
426,500

−436,227
−413,473

0
7,200

106
△9,230

0
131,391

△59,100
5,720

29,645
133,480
100,000

△25,726
0

△182,840
78,430
65,462

△ 53,000
116,375

△ 21,716
△ 16,178

93,815
31,749

0
425,583

△1,946,666
△1,946,666

Ⅰ　資産の部
　　預　金	
　　　普通預金(りそな・渋谷)
　　　定期預金(りそな・渋谷)
　　基金引当資産	
　　　30年国債（大和証券）
　　資産合計	
Ⅱ　正味財産の部
　　１　基　金	
　　２　次年度繰越金
　　　　前年度繰越額
　　　　当年度増加額
　　正味財産合計

13,695,873
413,473

4,113,846
10,000,000

149,940,000
164,053,846

149,940,000

14,073,480
164,013,480

Ⅰ　資産の部
　預　金		
　　現金		
　　普通預金(三菱東京UFJ神田駅前支店)
　基金引当資産		
　　振替貯金　　664890
　　振替貯金　　386424
　　振替貯金　奨学金口座		
　　周年行事積立預金(ゆうちょ銀行)	
　　定期預金(三菱東京UFJ神田駅前支店)	
　　定期預金（ゆうちょ銀行）
　　普通預金(三菱東京UFJ渋谷信託中央支店)
　　利付国債（No.269）
　流動資産		
　　前払費用
資産合計
Ⅱ　負　債
　　未払金
　　仮受金
　　前受金
　　　50号会報広告料
　　　次年度以降年会費
　　　次年度分賛助会費
Ⅲ　正味財産の部
　１　基　金
　　　　前年度繰越額
　　　　当年度増加額
　２　周年行事積立金
　　　　前年度繰越額
　　　　当年度増加額
　３　次年度繰越金
　　　　前年度繰越額
　　　　当年度増加額
正味財産合計

40,750
1,674,289

39,022
1,000
1,000

1,500,000
8,101,470
3,000,000

558,623
5,000,000

18,170

16,206
10,000

35,000
76,800
75,200

13,432,529
0

1,200,000
300,000

5,401,923
△613,334

1,715,039

18,201,115

18,170
19,934,324

213,206

13,432,529

1,500,000

4,788,589
19,934,324
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平成26年度  都立一商同窓会  収支予算（案）
（平成26年４月１日〜平成27年３月31日）

（平成26年４月１日〜平成27年３月31日）

（単位：円）

（単位：円）

監査報告書
　都立一商奨学会の平成25年度（平成25年４月１日〜平成26
年３月31日）の収支計算書及び同年度末の貸借対照表は、監
査の結果、適正かつ妥当に作成されているものと認めます。
　平成26年４月22日
　　　都立第一商業高等学校同窓会
　　　　　同窓会監事　 小林　三郎　　粕谷　幸男
　　　　　　　　　　　 鵜澤　正二
　　　　　PTA会計監査　 三輪幸次郎　　内山　愛子

都立一商奨学会について
　「田園家塾」の処分が基となり、同窓会、
PTA、学校の三者により基金１億３千万円
の運用で毎年奨学金を支給しており平成25年
度は29名に学費援助を行いました。

支出の部収入の部

支出の部収入の部

予算額予算額

予算額予算額

会 報 製 作 費
会 報 発 送 費
総 会 ・ 集 い 費
ク ラ ブ 助 成 費
諸 行 事 協 賛 金
慶 弔 費
家 賃
水 道 光 熱 費
人 件 費
交 通 費
会 議 費
通 信 費
消 耗 品 費
振 込 手 数 料
雑 費
生 徒 募 集 費 支 援
就 職 対 策 費 支 援
部 活 動 奨 励 費
資 格 取 得 奨 励 費
罹 災 地 交 流 費
当 年 度 支 出 合 計 　（ Ｃ ）
当年度収支差額   （Ａ）−（Ｃ）
次 年 度 繰 越 金   （Ｂ）−（Ｃ）

1 0 0 周 年 行 事 積 立 金

終 身 会 費
年 会 費
賛 助 会 費
同 窓 生 の 集 い 収 入
事 務 受 託 収 入
広 告 料 収 入
受 取 利 息
当 年 度 収 入 合 計 　（ Ａ ）
前 年 度 繰 越 額
収 ● 入 ● 合 ● 計 　（ Ｂ ）

1,000,000
1,000,000

600,000
260,000
120,000
50,000

1,800,000
150,000

1,200,000
340,000
160,000
550,000
300,000
120,000
250,000
300,000
80,000

300,000
200,000
120,000

8,900,000
0

4,788,589

300,000

1,000,000
2,000,000
5,000,000

330,000
360,000
150,000
60,000

8,900,000
4,788,589

13,688,589

平成26年度  都立一商奨学会  収支予算

奨 学 金
奨 学 金 振 込 み 等 手 数 料
会 議 費
交 通 費
当 年 度 支 出 合 計 　（ Ｃ ）
当 年 度 収 支 差 額   （Ａ－Ｃ）
年度繰越収支差額   （Ｂ－Ｃ）

受　取　利　息　（国債）　 注）
受　取　利　息　（定期）
受　取　利　息　（普通）
当 年 度 収 入 合 計 　（ Ａ ）
前 年 度 繰 越 収 支 差 額
収 ● 入 ● 合 ● 計 　（ Ｂ ）

2,160,000 
63,000 
15,000 
20,000 

2,258,000 
−23,120 

13,636,887

2,231,180
3,000

700
2,234,880 

13,660,007
15,894,887

監査報告書
　都立第一商業高等学校同窓会の平成25年度（平成25
年４月１日〜平成26年３月31日）の収支計算書及び同
年度末の貸借対照表は、監査の結果、適正かつ妥当に
作成されているものと認めます。
　平成26年４月22日
　　　　　　都立第一商業高等学校同窓会
　　　　　　　監　事　　小　林　三　郎（30期）
　　　　　　　監　事　　粕　谷　幸　男（45期）
　　　　　　　監　事　　鵜　澤　正　二（45期）

注）140,000,000×0.02÷2＝1,400,000（利率2.0％）
　　所得税額210,000及び地方税額70,000を引いた額1,120,000が受取額となる。（６・12月）
　　平成25年１月１日より復興所得税（3.063％）を減額される。
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■
30
期
同
期
会
（
傘
寿
の
会
）

　

年
月
日
…
平
成
26
年
４
月
16
日
㈭　

　
　
　
　
　

午
前
11
時
～

　

会　

場
…
渋
谷
東
急
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル

　

出
席
者
…
31
名
＋
同
窓
会 

菊
池 

敏
郎 

会
長

　

世
話
人
…
大
槻　

實
、
小
林 

三
郎

■
30
期
Ａ
組
ク
ラ
ス
会

　

年
月
日
…
平
成
25
年
11
月
28
日
㈭　

　
　
　
　
　

午
前
11
時
～

　

会　

場
…
高
田
馬
場
「
つ
か
さ
」

　

出
席
者
…
13
名

　

世
話
人
…
小
林 

三
郎
、
養
田 

庄
司

■
30
期
Ｂ
組
ク
ラ
ス
会
（
辰
美
会
）

　

年
月
日
…
平
成
26
年
１
月
29
日
㈬

　

会　

場
…
新
宿
・
住
友
ビ
ル（
住
友
ク
ラ
ブ
）

　

出
席
者
…
11
名

　

世
話
人
…
南
雲　

宏
、
中
条 

啓
助

　
　
　
　
　
「
ス
カ
イ
キ
ャ
ロ
ッ
ト
」

　

世
話
人
…
代
表 

秋
田 

元
一

□
25
期
１
年
１
組
ク
ラ
ス
会

　

年
月
日
…
平
成
26
年
６
月
25
日
㈬

　

会　

場
…
田
町
「
道
潅
か
が
り
」

　

幹　

事
…
秋
本　

鐘
、
大
内 

鋭
一

■
28
期
同
期
会
（
28
期
会
）

　

年
月
日
…
平
成
25
年
６
月
14
日
㈮

　

会　

場
…
新
橋「
第
一
ホ
テ
ル
ア
ネ
ッ
ク
ス
」

　

出
席
者
…
21
名

　

世
話
人
…
米
沢　

章

□
28
期
同
期
会
（
28
期
会
）

　

年
月
日
…
平
成
26
年
６
月
10
日
㈫

　

会　

場
…
赤
坂「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
」

　

世
話
人
…
米
沢　

章

□
29
期
杉
の
子
会（
杉
村
一
雄
先
生
を
偲
ぶ
会
）

　

＝
例　
　

会
＝

　

年
月
日
…
平
成
26
年
５
月
19
日
㈪　

　

＝
墓 

参 

会
＝

　

年
月
日
…
平
成
26
年
７
月
29
日
㈫

　

集
合
場
所
→
例
会･

墓
参
会 
共
に
例
会
場
で

　

あ
る
青
山
の
「
レ
ス
ト
ラ
ン
・
や
ま
と
」

　

世
話
人
…
代
表 

宮
崎
F
、
栗
田
B
、
田
中
C

　
（
参
加
希
望
者
は
宮
崎
F
宛 

℡
03─

3616─

7077
に

　

連
絡
を
！
）

□
29
期
同
期
会

　

年
月
日
…
平
成
26
年
10
月　

11
月
（
日
時
決

　
　
　
　
　

定
次
第
、
開
催
案
内
状
を
発
送
し

　
　
　
　
　

ま
す
。）

　

会　

場
…
渋
谷
東
急
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル

　

幹　

事
…
青
木
A
、
長
坂
B
、
杉
本
C
、

　
　
　
　
　

近
藤
D
、
酒
井
E
、
宮
崎
F
、

　
　
　
　
　

全
体
事
務
局
：
海
口

□
20
期
５
組
ク
ラ
ス
会
（
清
明
会
）

　

年
月
日
…
平
成
26
年
５
月
14
日
㈬

　

会　

場
…
赤
坂
「
青
山
荘
」

　

世
話
人
…
小
林　

伸

■
23
期
５
組
ク
ラ
ス
会
（
一
土
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
泊
バ
ス
旅
行

　

年
月
日
…
平
成
25
年
10
月
28
日
㈪
～
10
月

　
　
　
　
　

29
日
㈫

　

行　

先
…
裏
磐
梯　

参
加
者
23
期
５
組
11
名

　
　
　
　
　

23
期
以
外
６
名

　

幹　

事
…
佐
藤 

恒
夫　

■
23
期
５
組
ク
ラ
ス
会
（
一
土
会
）

　

年
月
日
…
26
年
４
月
10
日
㈭　

月
例
昼
食
会

　

会　

場
…
竹
橋
「
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京
」

　

出
席
者
…
11
名
＋
鉢
山
ク
ラ
ブ 

大
槻
實
会
長

　

幹　

事
…
家
田 

和
利

□
23
期
５
組
ク
ラ
ス
会
（
一
土
会
）

　

年
月
日
…
月
例
昼
食
会
（
８
月
を
除
き
、

　
　
　
　
　

毎
月
実
施
…
日
時
・
場
所
は
実
施

　
　
　
　
　

の
都
度
決
定
）

　

※
平
成
26
年
５
月
15
日
㈭
は
月
例
会
後
に　

　
　

故
・
同
期 

山
崎 

實
氏
の
墓
参
予
定
、

　
　

秋
季
に
は
一
泊
旅
行
を
予
定

■
23
期
７
組
ク
ラ
ス
会
（
七
友
会
）

　

年
月
日
…
平
成
25
年
12
月
６
日
㈮

　

会　

場
…
三
軒
茶
屋
キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー　

　
　
　
　
　
「
ス
カ
イ
キ
ャ
ロ
ッ
ト
」

　

出
席
者
…
７
名

　

世
話
人
…
代
表 

秋
田 

元
一

□
23
期
７
組
ク
ラ
ス
会
（
七
友
会
）

　

年
月
日
…
平
成
26
年
６
月
６
日
㈮　

　
　
　
　
　

11
時
30
分
～

　

会　

場
…
三
軒
茶
屋
キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー

株式会社 博文堂

オフセット印刷・デザイン・
カレンダー・帳票・封筒・名刺・etc

〒106-0044 東京都港区東麻布2-24-6
TEL   03-5114-6650
FAX   03-5571-6066

21世紀の印刷世界へ!
感動の息吹を皆様にお届けします

常　務　大橋　佳夫（35期）
〒101-0041　東京都千代田区神田須田町2－6
PHONE.  0 3 － 3 2 5 4 － 3 0 2 1
F　A　X.  0 3 － 3 2 5 4 － 3 0 2 2
e -ma i l　kenz.52@sakashitax.com

税理士法人　さかした

坂　下　賢　三

坂　下　幸　之

（35期）代表社員
税理士

代表社員
公認会計士

同
期
会
・
ク
ラ
ス
会
・
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
会
開
催
凡
例  

■
平
成
26
年
４
月
30
日
迄
に
開
催
済

　
　

  

□
平
成
26
年
５
月
１
日
以
降
に
開
催

30期同期会

or
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■
33
期
３
年
Ｅ
組
ク
ラ
ス
会（
モ
ッ
チ
ャ
ン
会
）

　

年
月
日
…
平
成
25
年
10
月
20
日
㈰

　

会　

場
…
第
一
部
〝
小
石
川
後
楽
園
散
策
〟

　
　
　
　
　

第
二
部
〝
後
楽
園
飯
店
〟

　

出
席
者
…
19
名　

　

世
話
人
…
鈴
木 

修
一
、
西
嶋　

武

□
33
期
３
年
Ｅ
組
ク
ラ
ス
会（
モ
ッ
チ
ャ
ン
会
）

　

年
月
日
…
毎
年
10
月
乃
至
11
月
に
開
催

　

会　

場
…
都
内
周
辺 

　
（
別
途 

ク
ラ
ス
会
有
志
に
よ
る
散
歩
会
［
都

　

内
周
辺
］
を
年
４
回
実
施 

都
度
７
～
８
名

　

参
加
）

　

世
話
人
…
鈴
木 

修
一
、
西
嶋　

武

■
34
期
同
期
会

　

年
月
日
…
平
成
25
年
10
月
10
日
㈭

　

会　

場
…
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

　

参
加
者
…
113
名
＋
田
村 

清 

先
生
ご
出
席

　

幹　

事
…
Ａ
組 
岩
田 

克
夫

■
34
期
３
年
Ｂ
組
ク
ラ
ス
会

　

年
月
日
…
平
成

‌

26
年
４
月
８
日
㈫

　

会　

場
…
東
京
ガ
ス
「
青
山
ク
ラ
ブ
」

　

出
席
者
…
40
名
＋
32
期
3
年
Ｇ
組 

担
任 

　
　
　
　
　
　
　
　

田
村 

清 

先
生
ご
出
席

　

世
話
人
…
代
表 

菊
池 

敏
郎

□
32
期
同
期
会
は
毎
年
３
月
２
日
午
後
１
時
か

　

ら
同
じ
会
場
に
て
案
内
状
な
し
で
３
２
１
会

　

と
銘
打
っ
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

但
し
、
平
成
27
年
は
卒
業
後
60
周
年
に
な
る

　

た
め
、
記
念
の
特
別
同
期
会
を
計
画
中
で
あ

　

り
、
詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
別
途
ご
案

　

内
致
し
ま
す
。

■
33
期
３
年
Ｂ
組
ク
ラ
ス
会
（
３
Ｂ
会
）

　

年
月
日
…
平
成
25
年
９
月
13
日
㈮

　

会　

場
…
住
友
化
学
参
宮
寮

　

出
席
者
…
10
名

　

世
話
人
…
内
藤　

進

□
33
期
３
年
Ｂ
組
ク
ラ
ス
会
（
３
Ｂ
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
喜
寿
の
祝
」

　

年
月
日
…
平
成
26
年
９
月
20
日
㈮

　

会　

場
…
住
友
化
学
参
宮
寮

　

世
話
人
…
内
藤　

進

■
33
期
３
年
Ｃ
組
ク
ラ
ス
会

　

年
月
日
…
平
成
25
年
12
月
１
日
㈰

　

会　

場
…
大
宮
「
銀
座
ア
ス
タ
ー
」

　

参
加
者
…
14
名
＋
Ｃ
組 

担
任 

　
　
　
　
　
　
　
　

川
原 

凌 

先
生
ご
出
席

　

幹　

事
…
茂
木 

栄
三

□
33
期
３
年
Ｃ
組
ク
ラ
ス
会
「
喜
寿
の
祝
」

　

年
月
日
…
平
成
26
年
８
月［
担
任
の
川
原 

凌 

　
　
　
　
　

先
生
88
歳（
米
寿
）に
併
せ
て
開
催
］

　

会　

場
…
未
定
（
開
催
日
及
び
会
場　

決
定

　
　
　
　
　

次
第
開
催
案
内
を
発
送
し
ま
す
。）

　

幹　

事
…
茂
木 

栄
三

□
33
期
３
年
Ｄ
組
ク
ラ
ス
会
「
喜
寿
の
祝
」

　

年
月
日
…
平
成
26
年
５
月
20
日
㈫

　

会　

場
…
日
比
谷
シ
ャ
ン
テ
「
柿
安
」

　

世
話
人
…
木
村 

修
一

□
30
期
Ｄ
組
ク
ラ
ス
会
（
松
友
会
）

　

年
月
日
…
平
成
26
年
秋
（
平
成
26
年
４
月
16

　
　
　
　
　

日
に
同
期
会
開
催
に
つ
き
ク
ラ
ス

　
　
　
　
　

会
は
秋
に
延
期
）

　

会　

場
…
未
定
（
日
時
・
会
場 

決
定
次
第

　
　
　
　
　

開
催
案
内
を
発
送
し
ま
す
。）

　

世
話
人
…
大
槻　

實

□
30
期
Ｇ･

Ｈ
組
ク
ラ
ス
会
（
戌
亥
会
）　

　

注
同
期
の
方
な
ら
、ど
う
ぞ
御
参
加
下
さ
い
。

　

年
月
日
…
平
成
26
年
12
月
20
日
㈯

　
　
　
　
　
〔
第
三
土
曜
日
〕

　

会　

場
…
未
定
（
会
場
が
決
定
次
第
、
開
催

　
　
　
　
　

案
内
を
発
送
し
ま
す
。）

　

世
話
人
…
鳴
島 

喜
久
江
、
福
島 

三
喜
男

　
　
　
　
　
〔
前
回
出
席
者 

12
名
〕

□
31
期
同
期
会
次
回
開
催
予
定

　
　
　
　
　
　
［
傘
寿
（
80
歳
）
の
集
い
］

　

年
月
日
…
平
成
27
年
４
月
４
日
㈯　

　
　
　
　
　

午
前
11
時
よ
り

　

会　

場
…
母
校
（
都
立
一
商　

地
下
一
階
会

　
　
　
　
　

議
室
）

　
〔
幹
事
会
を
平
成
26
年
秋
以
降
数
回
実
施
し
、

　

平
成
27
年
１
月
に
開
催
案
内
を
発
送
〕

　

会　

費
…
無
し
（
過
去
の
繰
越
金
を
充
当
）

　

世
話
人
…
代
表 

宮
内 

実
太
郎
（
Ｅ
組
）

■
32
期
同
期
会
（
喜
寿
の
祝
い
）

　

年
月
日
…
平
成
25
年
11
月
23
日
㈯

　

会　

場
…
母
校
で
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

　
　
　
　
　

に
参
加
後
、
懇
親
会
を
原
宿

　
　
　
　
　
「
南
国
酒
家
」
に
て

　

出
席
者
…
40
名

　

世
話
人
…
代
表 

菊
池 

敏
郎

■
32
期
同
期
会
（
３
２
１
会
）

　

年
月
日
…
平
成
26
年
３
月
２
日
㈰

　

会　

場
…
銀
座
７
丁
目
ラ
イ
オ
ン
ビ
ア
ホ
ー

　
　
　
　
　

ル
二
階

サイズ：名刺広告  左右30mm×天地  56mm  ￥  3,000
  モノクロ（1／8）左右  88mm×天地  56mm  ￥10,000
　　　　（1／4）左右180mm×天地  56mm  ￥18,000　
　　　　（1／2）左右180mm×天地120mm  ￥35,000
原　稿：完全原稿でお願いします。
送り先：同窓会事務局
　　　  〒100-0048　東京都千代田区神田司町２－17－５
　　　　　　　　　　　　　　　　  上田司町ビル５Ｆ
　　　　　　　　　　　　   E-mail：info@isshou.jp
お支払：後日請求書を送らせていただきます。

一商同窓会会報　企業広告のお願い

電話：03－3291－3128
Fax：03－5577－4238

山 本 剛 事 務 所
所　長　山　本　　剛（41期）

 
東京都千代田区丸の内二丁目５番２号
三菱ビル９階 957区－B　〒100-0005
電　話  （03）3284－1941（代）
ＦＡＸ  （03）3214－3520

税 理 士
行政書士

33期３年E組クラス会



◦一商同窓会の活動は皆様の年会費と賛助会費で運営されております。
◦「都立一商同窓会」のホームページをご覧下さい。

2014年（平成26年）５月 はちやま・一商鉢山会会報　№50 (24)

　
　
　
　
　

Ｇ
組 

大
島　

Ｈ
組 

関
口

□
40
期
同
期
会
［
昭
和
38
年
卒
］

　
〝
無
終
三
八
会
〟
＝
古
希 

記
念
＝ 

　

年
月
日
…
平
成
26‌

年
６
月
14
日
㈯　

　
　
　
　
　

12
時
30
分
～
（
詳
細
決
定
次
第
、

　
　
　
　
　

開
催
案
内
を
発
送
し
ま
す
。）

　

会　

場
…
港
区
芝
浦　

田
町
「
牡
丹
」

　
　
　
　
　

℡
03─

3452─

8821

　

幹　

事
…
Ｇ
組 

大
島
、
照
井
、
福
田
、

　
　
　
　
　

石
井（
敏
）

■
41
期
同
期
会
（
な
ん
と
な
く
集
ま
る
会
）

　

年
月
日
…
平
成
26‌

年
１
月
25
日
㈯

　

会　

場
…
主
婦
会
館 

　
　
　
　
　

レ
ス
ト
ラ
ン
「
プ
ラ
ザ
Ｆ
」

　

出
席
者
…
28
名
＋
同
窓
会 

菊
池 

敏
郎 

会
長

　

幹　

事
…
Ｂ
組 

山
本　

剛
、

　
　
　
　
　

Ｈ
組 

磯
部 

宏
次

　

※
来
年
（
平
成
27
年
）
以
降
は
、
こ
の
〝
な

　
　

ん
と
な
く
集
ま
る
会
〟
を
中
止
し
ま
す
。

　
　

同
窓
会
の
各
行
事
に
各
自
参
加
し
て
も
ら

　
　

い
、
そ
の
時
に
同
期
の
懇
親
を
深
め
て
頂

　
　

く
こ
と
と
し
ま
す
。（
平
成
27
年
度
は
正

　
　

式
な
同
期
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。）

□
41
期
同
期
会
［
昭
和
39
年
卒
］

　

年
月
日
…
平
成
27
年
度
中
に
開
催

　

会　

場
…
未
定
（
開
催
日
時
及
び
会
場　

　
　
　

決
定
次
第
開
催
案
内
を
発
送
し
ま
す
。）

　

幹　

事
…
Ｂ
組 

山
本　

剛
、

　
　
　
　
　

Ｈ
組 

磯
部 

宏
次

　

世
話
人
…
笠
井 

貴
司
、
鵜
飼 

清
美

□
42
期
３
年
Ｂ
組
（
金
八
会
）
は
毎
年
定
期
的

　

に
５
月
頃
開
催

　

年
月
日
…
平
成
26
年

　

会　

場
…
未
定
（
開
催
日
時
及
び
会
場　

　
　
　

決
定
次
第
開
催
案
内
を
発
送
し
ま
す
。）

　

世
話
人
…
笠
井 

貴
司
、
鵜
飼 
清
美

　

会　

場
…
八
重
洲
富
士
屋
ホ
テ
ル

　

出
席
者
…
22
名
＋
37
期
３
Ａ
担
任 

　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

清 

先
生
ご
出
席

　

幹　

事
…
代
表 

田
島 

嗣
也

□
37
期
同
期
会
（
珊
瑚
会
）

　

年
月
日
…
平
成
27‌

年
３
月
５
日
㈭

　

会　

場
…
未
定
（
開
催
場
所
等
決
定
次
第
、

　
　
　
　
　

開
催
案
内
を
発
送
し
ま
す
。）

　

幹　

事
…
代
表 

田
島 

嗣
也

□
37
期
３
年
Ｈ
組
ク
ラ
ス
会
（
３
Ｈ
鉢
山
会
）

　

＝
平
成
26
年
度
開
催
＝

　

年
月
日
…
平
成
26‌

年
6
月
7
日
㈯

　

会　

場
…
代
官
山
・
美
味
飲
茶
「
酒
楼
」

　

世
話
人
…
代
表 

大
竹 

英
一

□
37
期
３
年
Ｈ
組
ク
ラ
ス
会
（
３
Ｈ
鉢
山
会
）

　

＝
次
回
（
平
成
27
年
度
）
開
催
予
定
＝

　

年
月
日
…
平
成
27
年
６
月　

第
一
土
曜
日

□
39
期
同
期
会

　

次
回
開
催
予
定

　

年
月
日
…
一
商
１
０
０
周
年
時
（
平
成
30
年

　
　
　
　
　

開
催
・
詳
細
未
定
）

□
39
期
３
年
Ａ
組
ク
ラ
ス
会

　

年
月
日
…
平
成
26‌

年
５
月
18
日
㈰　

　
　
　
　
　

12
時
30
分
～

　

会　

場
…
渋
谷
区
道
玄
坂 

東
急
プ
ラ
ザ
９
階

　
　
　
　
　
「
日
本
料
理 

い
ら
か
」
渋
谷
店

　

幹　

事
…
花
厳 

昭
夫
、
諸
星 

百
合
子

■
40
期
同
期
会
［
昭
和
38
年
卒
］

　
（
卒
業
50
周
年
記
念
合
同
ク
ラ
ス
会
）

　

年
月
日
…
平
成
25‌

年
10
月
10
日
㈬

　

会　

場
…
渋
谷
東
急
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル

　

出
席
者
…
85
名
＋
３
年
Ａ
組
担
任 

　
　
　
　
　
　
　
　

川
原 

凌 

先
生
ご
出
席

　

発
起
人
…
Ａ
組 

戸
塚　

Ｂ
組 

横
田　

　
　
　
　
　

Ｃ
組 

橘　
　

Ｄ
組 

森
下

　
　
　
　
　

Ｅ
組 

吉
田　

Ｆ
組 

持
田 

　

出
席
者
…
15
名
＋
3
年
Ｂ
組 

担
任 

　
　
　
　
　

故
釣
流
英
明
先
生
の
奥
様
ご
出
席

　

幹　

事
…
大
橋　

昇

□
34
期
３
年
Ｂ
組
ク
ラ
ス
会

　

年
月
日
…
平
成
26‌

年
10
月

　

会　

場
…
未
定
（
開
催
日
及
び
会
場
等
決
定

　
　
　
　

次
第
、
開
催
案
内
を
発
送
し
ま
す
。）

　

幹　

事
…
大
橋　

昇

□
35
期
同
期
会

　

年
月
日
…
平
成
26‌

年
６
月
５
日
㈬　

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～

　

会　

場
…
Ｎ
Ｅ
Ｃ
芝
倶
楽
部

　

幹　

事
…
Ａ
組

■
36
期
ク
ラ
ス
会
（
一
商
３
Ｇ
会
）

　

年
月
日
…
平
成
26‌

年
４
月
19
日
㈯　

　
　
　
　
　

午
後
２
時
～

　

会　

場
…
東
池
袋
「
魚
真
」

　

出
席
者
…
12
名

　

幹　

事
…
山
口 

康
夫

■
37
期
同
期
会
（
珊
瑚
会
）

　

年
月
日
…
平
成
26‌

年
３
月
５
日
㈬

有限会社おおつき薬局
代表取締役　大　槻　　 實（30期）

保 険 調 剤

〒173-0014 東京都板橋区大山東町56の12
　　　　　電 　　　話（03）3579－3889番
　　　　　電話・FAX（03）3579－3881番
（自宅）
〒274-0063 船橋市習志野台４の70の４
　　　　　電話・FAX（047）467－3168番

富里ゴルフ倶楽部
干葉県山武郡芝山町
小原子773
http://www.tomisatogolf.net/

カレドニアン・ゴルフクラブ
千葉県山武郡横芝光町
長倉1658
http://www.caledoniangolf.net/

東京都千代田区麹町1－7 相互半蔵門ビル8階
東京グリーン富里カレドニアン株式会社
代表取繚役会長　早川　治良（31期）
Tel 03-3237-8411　Ｆax 03-3237-8417

〒102-0083

グリーンスピード14フィートの高戦略コースを
お楽しみください。

詳しくは、各コースのホームページをご覧ください。

34期３年B組クラス会



◦一商同窓会の活動は皆様の年会費と賛助会費で運営されております。
◦「都立一商同窓会」のホームページをご覧下さい。
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和
歌
月 

俊
一
、
石
井 

好
雄
、

　
　
　
　
　

長
橋  

保
、
溝
口 

理
恵
子

□
47
期
３
年
Ｃ
組
ク
ラ
ス
会

　

年
月
日
…
毎
年 

定
期
的
に
開
催
、
今
年
も

　
　
　
　
　

９
月
か
10
月
頃
開
催
予
定

　

会　

場
…
未
定
（
開
催
日
時
・
会
場
が
決
ま

　
　
　

り
次
第
、
開
催
案
内
を
発
送
し
ま
す
。）

　

＝
他
ク
ラ
ス
の
方
の
参
加
も
歓
迎
！

　
　
　
　
　
　
　

是
非
、
お
誘
い
下
さ
い
。

　

幹　

事
…
太
田 

守
洋
、
中
野 

昇
一
、

　
　
　
　
　

和
歌
月 

俊
一
、
石
井 

好
雄
、

　
　
　
　
　

長
橋  

保
、
溝
口 

理
恵
子

□
商
業
実
践
部
Ｏ
Ｂ
会
（
一
実
会
）

　

年
月
日
…
平
成
26‌

年
６
月
14
日
㈯

　

会　

場
…
東
京
ガ
ス
青
山
ク
ラ
ブ

　

世
話
人
…
34
期　

和
田 

貞
夫

　
　
　
　
　
（
幹
事
持
ち
回
り
）

　
（
商
業
実
践
部
Ｏ
Ｂ
会
は
毎
年
６
月
第
二

　

土
曜
日
に
実
施
）

□
響　

会
（
吹
奏
楽
部
）
Ｏ
Ｂ
会
・
Ｏ
Ｇ
会

　

５
年
ご
と
に
開
催
［
次
回
は
平
成
30
年 

　

一
商
１
０
０
周
年
時
予
定
］

■
数
学
研
究
部
Ｏ
Ｂ
会
・
Ｏ
Ｇ
会（
創
部
63
年
）

　

年
月
日
…
平
成
25‌

年
９
月
７‌
日
㈯　

　
　
　
　
　

13
時
～
15
時
30
分

　

会　

場
…
新
宿
小
田
急
百
貨
店
13
階 

　
　
　
　
　

和
食
膳
菜
「
さ
が
み
」

　

出
席
者
…
23
名

　

世
話
人
…
代
表 

笠
倉 

俊
夫
（
40
期
）

□
数
学
研
究
部
Ｏ
Ｂ
会
・
Ｏ
Ｇ
会

　

年
月
日
…
平
成
26
年
９
～
11
月

　

会　

場
…
未
定
（
開
催
日
時
・
会
場
等
決
定

　
　
　
　

次
第
、
開
催
案
内
を
発
送
し
ま
す
。）

　

幹　

事
…
小
林
（
30
期
）、
田
中
（
30
期
）、

　
　
　
　
　

内
田
（
30
期
）、
海
口
（
29
期
）

□
43
期
３
年
Ａ
組
・
Ｂ
組 

合
同
ク
ラ
ス
会

　

年
月
日
…
平
成
26‌

年
５
月
10‌

日
㈯

　

会　

場
…
住
友
化
学 

参
宮
寮

　

幹　

事
…
Ａ
組 

山
井 

俊
郎
、
石
坂　

憲
、

　
　
　
　
　

Ｂ
組 

竜
沢 

か
な
子

■
43
期
３
年
Ｇ
組
・
Ｈ
組 

合
同
ク
ラ
ス
会

　

年
月
日
…
平
成
25‌
年
10
月
19
日
㈯

　

会　

場
…
目
黒
駅
前
「
だ
る
ま
寿
司
」

　
　
　
　
　
（
Ｈ
組 

村
上
利
雄
氏
の
お
店
）

　

出
席
者
…
15
人

　

幹　

事
…
代
表 

岩
橋
四
郎
（
Ｈ
組
）

　
　
　

Ｇ
・
Ｈ
組
連
絡
係 

今
井
誠
策
（
Ｇ
組
）

□
43
期
３
年
Ｇ
組
・
Ｈ
組 

合
同
ク
ラ
ス
会

　

年
月
日
…
平
成
26‌

年 

秋

　

会　

場
…
未
定
（
開
催
日
時
及
び
会
場　

決

　
　
　
　

定
次
第
開
催
案
内
を
発
送
し
ま
す
。）

　

幹　

事
…
代
表 

岩
橋
四
郎
（
Ｈ
組
）

　
　
　

Ｇ
・
Ｈ
組
連
絡
係 

今
井
誠
策
（
Ｇ
組
）

□
45
期
同
期
会

　

年
月
日
…
平
成
26‌

年
11
月
22‌

日
㈯

　

会　

場
…
①
母
校
（
都
立
一
商
）
午
後
1
時

　
　
　
　
　
　

集
合　

学
校
内
見
学

　
　
　
　
　

②
場
所
を
移
し
て
、
午
後
３
時
半

　
　
　
　
　
　

か
ら
〝
宴
〟
会
場
に
（〝
宴
〟の

　
　
　
　
　
　

会
場
や
会
費
な
ど
詳
細
決
定
次

　
　
　
　
　
　

第
案
内
状
を
発
送
し
ま
す
。）

　

幹　

事
…
同
期
会
実
行
委
員
会 

　
　
　
　

代
表 

浅
野 

勝
美
D

　
　
　
　

委
員 

関
根 

邦
雄
C
、
佐
藤　

 

謙
C

　
　
　
　
　
　

 

岩
佐 

芳
一
D
、
野
村 

寛
子
D

　
　
　
　
　
　

 

田
中 

誠
司
G
、
高
城 

雅
史
H

■
47
期
３
年
Ｃ
組
ク
ラ
ス
会

　

年
月
日
…
平
成
25‌

年
10
月
５
日
㈯

　

会　

場
…
Ｊ
Ｘ
六
本
木
ク
ラ
ブ

　

出
席
者
…
20
名
（
他
ク
ラ
ス
の
方
も
含
む
）

　

幹　

事
…
太
田 

守
洋
、
中
野 

昇
一
、

食品カタログ通販
ＴＶショッピング
ダイレクト通販　その他
代表取締役 大野 進（38期）
株式会社オージーフーズ（創立１９８９年）
東京都渋谷区千駄ヶ谷５－３２－７  ＮＯＦ南新宿ビル２階  〒151-0051
℡：03-5367-2327　Fax：03-5367-2328   http://www.aussie-fan.co.jp

カタログ請求・ご注文のお電話

0120-987-296
Mail：info@aussie-fan.co.jp
http://totteoki-ya.jp/

う
ま
い
も
の
た
く
さ
ん
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12
時
30
分
～
15
時

　

会　

場
…
田
町　

料
亭
「
牡
丹
」

　

出
席
者
…
25
名

　

幹　

事
…
代
表 

井
上 

七
郎
（
39
期
）

□
柔
道
部
Ｏ
Ｂ
会
（
一
柔
会
）

　

次
回
開
催
予
定

　

年
月
日
…
平
成
27‌

年
４
月
11‌

日
㈯

　

会　

場
…
田
町　

料
亭
「
牡
丹
」
の
予
定

　

幹　

事
…
代
表 

井
上 

七
郎
（
39
期
）

□
一
柔
会
ゴ
ル
フ
部
会

　

年
月
日
…
平
成
26‌

年
５
月
21
日
㈬

　

コ
ー
ス
…
ノ
ー
ザ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

錦
ヶ
原
ゴ
ル
フ
場
（
埼
玉
県
）

　

世
話
人
…
代
表 

坂
田　

潔
（
39
期
）

■
剣
道
部
Ｏ
Ｂ
会
（
鉢
剣
会
）

　

年
月
日
…
平
成
25‌

年
11
月
30‌

日
㈯
～

　
　
　
　
　

12
月
１
日
㈰

　

会　

場
…
湯
河
原 

ホ
テ
ル
「
四
季
彩
」

　

出
席
者
…
13
名

　

幹　

事
…
代
表 

小
池 

宣
夫
（
39
期
）

□
剣
道
部
Ｏ
Ｂ
会
（
鉢
剣
会
）

　

年
月
日
…
平
成
26‌

年
12
月
上
旬
（
毎
年
忘
年

　
　
　
　
　

会
を
兼
ね
て
開
催
）

　

会　

場
…
未
定
（
開
催
日
時
・
会
場
等
決
定

　
　
　
　

次
第
、
開
催
案
内
を
発
送
し
ま
す
。）

　

幹　

事
…
代
表 

落
合 

春
代
（
43
期
）

■
柔
道
部
Ｏ
Ｂ
会
（
一
柔
会
）

　

年
月
日
…
平
成
26‌

年
４
月
12‌

日
㈯　

　昭和５２年にオープンして以来「こだまゴルフ
クラブ」は多くの皆様に愛され親しまれてまいり
ました。このたび、開場３７周年を迎えることが
できましたのも、皆様のご支援があればこそと深
く感謝しております。
　こだまゴルフクラブでは都立第一商業高等学校
OB の方に下記料金にてご案内させていただきま
すので是非ご利用ください。
　尚、ご予約の際は必ず学校名をお申し付けご予
約されますようお願い申し上げます。

※3バッグ・2バッグはキャディーフィーが割増となります。

※下記金額は利用税と
消費税を含みます。

※下記金額は利用税と
消費税を含みます。

平成26年4月1日～平成27年9月30日

キャディ
乗用カート

トップ
シーズン平 

日

祝
日
土

4・5・6月
10・11・12月

■キャディ乗用カート（1Ｒ・4Ｂ）料金表

（利用税・消費税8％を含む）（飲食別）

■セルフ乗用カート料金表

1・2・3月
7・8・9月
4・5・6月
10・11・12月
1・2・3月
7・8・9月

17,000円

16,000円

26,000円

20,000円

12,000円

18,500円
15,000円

シーズン

トップ
シーズン
シーズン

都立第一商業
高等学校 OB の皆様時 期 通常料金 セルフ

乗用カート
トップ

シーズン平 

日

祝
日
土

日
曜
月

4・5・6月
10・11・12月
1・2・3月
7・8・9月
4・5・6月
10・11・12月
1・2・3月
7・8・9月
4・5・6月
10・11・12月
1・2・3月
7・8・9月

14,000円

13,000円

23,000円

17,000円

15,500円
12,000円

11,000円
10,000円

9,500円
9,000円

シーズン

トップ
シーズン

シーズン

トップ
シーズン

シーズン

都立第一商業
高等学校 OB の皆様時 期 通常料金

アクセス 自動車でのご利用の場合 関越自動車道本庄・児玉I.Cより5分 電車でのご利用の場合 上越新幹線
本庄早稲田駅より7分

JR高崎線
本庄駅より15分

〒367-0203 埼玉県本庄市児玉町入浅見1060  
FAX.0495-72-3333

0495-72-5151 HPTEL www.kodama-gc.com 

剣道部OB会（鉢剣会）

柔道部OB会（一柔会）

＝
お
願
い
＝

　

左
記
の
通
り
【
同
期
会
・
ク
ラ
ス
会
・
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
会
開
催
】
に
か
か
る
記
事
を
こ

の
〝
一
商
鉢
山
会
会
報 

は
ち
や
ま 

〟
に
掲
載
す
る
た
め
、
開
催
結
果
・
開
催
予
定
の
情
報
を

同
窓
会
事
務
所
宛
に
ご
報
告
い
た
だ
き
た
く
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
開
催
結
果
の
写
真
も
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
が
あ
る
場
合
に
は
、
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、

一
緒
に
ご
報
告
願
え
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
情
報
は
〝
一
商
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〟
に
も
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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今
年
の
大
会
は
、
女
性
の
参
加
者
が
９
名
、

そ
し
て
30
期
か
ら
43
期
ま
で
の
皆
さ
ん
に
参
加

し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

第
４
回
の
こ
の
大
会
は
、
来
年
11
月
11
日
㈫

に
行
わ
れ
る
事
を
確
認
し
ま
し
た
が
、
更
に
多

く
の
同
窓
生
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

特
に
40
期
以
降
の
同
窓
生
の
方
、
女
性
の
方
、

同
窓
生
の
配
偶
者
の
方
、
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

尚
、
こ
の
大
会
に
、
豊
田
さ
ん
（
36
期
）
か

ら
創
作
の
万
華
鏡
と
大
野
さ
ん
（
38
期
）
か
ら

多
量
の
賞
品
を
提
供
し
て
頂
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

世
話
人　

鈴
木　

勇
（
38
期
）

　

11
月
12
日
㈫
第
三
回
の
同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
が
埼
玉
県
の
「
こ
だ
ま
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」
で
、

55
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
朝
方
は
チ
ョ
ッ
ト
寒
か
っ
た
で
す

が
快
晴
で
、
正
に
ゴ
ル
フ
日
和
。

　

ア
ウ
ト
８
時
35
分
の
小
林
さ
ん
（
30
期
）
の

組
を
ト
ッ
プ
に
７
組
、
イ
ン
は
８
時
35
分
の
小

澤
さ
ん
（
34
期
）
の
組
を
ト
ッ
プ
に
８
組
が
ス

タ
ー
ト
し
て
行
き
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
同
期
生
や
顔
見
知
り
の
先
輩
後

輩
が
親
し
げ
に
談
笑
し
、
ゴ
ル
フ
に
打
ち
込
ん

で
い
る
姿
は
外
形
は
違
っ
て
も
学
生
時
代
そ
の

も
の
の
様
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
プ
レ
ー
終
了
後
の
表
彰
と
懇
親
会

は
菊
池
会
長
の
挨
拶
、
小
林
さ
ん
（
30
期
）
の

乾
杯
の
音
頭
で
賑
や
か
に
、
楽
し
く
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

表
彰
は
、
飛
び
賞
や
ら
ニ
ア
ピ
ン
賞
等
多
く

の
賞
品
が
白
川
大
会
運
営
委
員
長
（
35
期
）
か

ら
授
与
さ
れ
、そ
の
度
に
多
く
の
拍
手
が
有
り
、

表
彰
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、世
話
人
代
表
の
小
林
さ
ん
（
30
期
）

が
48
、
48
、
ネ
ッ
ト
70
・
８
で
並
み
居
る
多
く

の
若
手
を
退
け
、
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ベ
ス
グ
ロ
は
、
44
、
39
の
83
で
回
っ
た
、
梅

原
さ
ん
（
38
期
）
が
獲
得
し
ま
し
た
。

　

女
子
の
部
で
は
、鳴
澤
静
子
さ
ん（
34
期
）が

45
、48
の
ネ
ッ
ト
72
・
６
で
優
勝
し
、こ
だ
ま
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
よ
り
賞
品
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
も
酣
た
け
な
わ

で
し
た
が
時
間
も
迫
り
、
優

勝
の
挨
拶
と
恒
例
の
大
会
の
締
め
を
小
林
さ
ん

が
行
い
、
賑
や
か
な
内
に
終
了
致
し
ま
し
た
。

二
、 

会
場

　

杉
並
公
会
堂

　

東
京
都
杉
並
区
上
荻
１
─
23
─
15

　
（
電
話

：

０
３
─
３
２
２
０
─
０
４
０
１
）

　

最
寄
駅
「
荻
窪
」（
Ｊ
Ｒ
中
央
線
・
東
京
メ

　

ト
ロ
丸
ノ
内
線
）
北
口
か
ら
徒
歩
７
分

三
、 

懇
親
会（
校
歌
祭
終
了
後
に
開
催
し
ま
す
）

　

会
場

：

ク
ラ
ブ
イ
ン
荻
窪（
電
話
03─
3393─
9191
）

　

会
費

：

４
千
円

四
、 

練
習
日
程

　

◦
月
日

：

十
月
十
八
日
（
土
）
午
後
二
時

　

◦
場
所

：

母
校
一
商　

一
階
音
楽
室

　

◦
Ｃ
Ｄ
（
校
歌
と
学
生
歌
の
入
っ
た
Ｃ
Ｄ
を

　
　

実
費
に
て
お
分
け
致
し
ま
す
。金
二
百
円
）

五
、 

校
歌
祭
実
行
委
員
会

　

幹
事
・
山
本　
　

剛
（
41
期
）

　

委
員
・
菊
池　

敏
郎
（
32
期
）

　
　
　

・
松
森
世
津
子
（
41
期
）

　
　
　

・
芥
川　

英
子
（
41
期
）

　
　
　

・
佐
藤　

房
子
（
42
期
）

　

毎
年
１
回
、
母
校
の
校
歌
を
歌
い
合
う
東
京

校
歌
祭
。
昨
年
10
月
５
日
㈯
第
22
回
東
京
校
歌

祭
が
開
か
れ
た
の
は
、
例
年
通
り
日
比
谷
公
会

堂
で
し
た
。

　

し
か
し
、
昨
年
を
限
り
に
工
事
の
為
、
日
比

谷
と
は
し
ば
し
の
お
別
れ
で
す
。
そ
ん
な
思
い

を
歌
に
乗
せ
て
、
総
勢
50
余
名
は
、
歌
い
ま
し

た
。「
校
歌
」
と
「
学
生
歌
」
を
。

　

次
回
「
第
23
回
東
京
校
歌
祭
」
は
、
平
成
26

年
11
月
１
日
㈯
、
会
場
は
、
杉
並
公
会
堂
で
す
。

「
今
更
校
歌
な
ん
て
、
気
恥
か
し
い
」
と
思
っ

て
い
る
皆
さ
ん
、
大
き
な
舞
台
で
思
い
っ
き
り

声
を
出
し
て
歌
う
と
、
想
像
以
上
に
楽
し
い
も

の
で
す
。
事
前
に
練
習
日
が
あ
る
の
で
、
忘
れ

か
け
て
い
る
先
輩
の
皆
さ
ん
も
、
安
心
し
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

一
、 

本
番
日
時

　

平
成
26
年
11
月
１
日
㈯
午
後
二
時
集
合

 

第
３
回
一
商
同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

 
「
最
後
の
日
比
谷
公
会
堂
」
校
歌
祭

 
「
最
後
の
日
比
谷
公
会
堂
」
校
歌
祭

 

第
３
回
一
商
同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催
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今
年
か
ら
制
服
が
変
わ
り
ま
し
た

　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
宇
宙
航

空
開
発
機
構
）
と
㈱
電
通
と
の
協
力
に

よ
り
、
準
天
頂
衛
星
初
号
機
「
み
ち
び

き
」
が
本
校
の
創
立
記
念
日
（
６
月
３

日
）
に
宇
宙
か
ら
撮
影
し
た
地
球
の
写

真
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
取
り
入
れ
制
服

と
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
衛
星
画
像
が
制
服
に
使

わ
れ
る
の
は
世
界
初
め
て
の
事
で
す
。

　

一
商
の
伝
統
と
革
新
の
シ
ン
ボ
ル
を

常
に
胸
に
掲
げ
て
、
学
校
生
活
を
送
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

       

寄
贈
品
の
御
礼

　

左
記
の
方
々
か
ら
同
窓
会
へ
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
改

め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

　
　

寄
贈
品　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
贈
者
（
敬
称
略
）

　
　

学
校
要
覧
（
昭
和
30
年
）　
　
　

森
田　

久
雄
（
33
期
）

　
　

同
年
行
事
予
定　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

　
　

三
年
生
諸
行
事
予
定　
　
　
　
　
　
　

〃

　
　

就
職
先
会
社
出
席
名
簿　
　
　
　
　
　

〃

　
　

東
光
７
冊　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田　

利
男
（
42
期
）

　
　

昭
和
七
年
卒
岩
谷
五
十
二
氏
（
天
狗
煙
草
創
業
者
家
）

　
　

所
蔵
ア
ル
バ
ム
（
抜
粋
）　
　
　

山
本
加
奈
子
（
40
期
）

事
務
局
移
転
計
画
案
そ
の
他

　

７
月
上
旬
に
移
転
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
予
定
地
は
、
渋
谷
区

南
平
台
町
２
─
６
南
平
台
ヒ
ル
ス
５
０
１
号
、
母
校
近
く
で
す
。

ク
ラ
ス
会
、
同
期
会
な
ど
の
打
合
せ
に
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
大
活
躍
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
事
務
局
の
久
原
美
智

江
（
60
期
）
さ
ん
が
、
３
月
末
で
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
４
月
か
ら

は
、
22
期
故
根
本
賢
治
氏
の
お
嬢
さ
ん
で
杉
浦
麻
子
さ
ん
が
勤
務

さ
れ
て
い
ま
す
。
東
洋
英
和
か
ら
立
教
大
の
法
学
部
卒
の
実
力
派

で
力
強
い
味
方
で
す
。
よ
ろ
し
く
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

　
「
キ
ク
チ
ノ
ミ
ク
ス
」
こ
の
言
葉
覚
え
て
お

ら
れ
ま
す
か
。
前
号
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、菊
池
会
長
が
放
つ
新
し
い
矢（
施

策
）
を
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
に
な
ぞ
ら
れ
て
我

が
同
窓
会
で
も
勝
手
に
名
付
け
ま
し
た
。
そ
の

第
一
の
矢
が
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」。
在

校
生
の
生
徒
さ
ん
に
学
校
の
施
設
案
内
は
お
願

い
し
て
い
た
の
で
す
が
、
上
に
掲
載
の
写
真
の

ご
と
く
黒
板
に
歓
迎
の
文
字
ま
で
書
い
て
頂
き

ま
し
た
。

英
語
でW

ell com
e back

よ
く
帰
っ
て
来
た
ね
！
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

そ
ん
な
在
校
生
の
皆
さ
ん
の
気
持
ち
に
答
え
て

で
し
ょ
う
か
菊
池
会
長
の
第
二
の
矢
が
放
た
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
同
窓
会
事
務
所
の
渋
谷
移
転
計
画
。

正
式
に
は
今
年
の
総
会
で
ご
承
認
頂
い
た
後
に

な
り
ま
す
が
、
決
定
す
れ
ば
こ
の
夏
に
渋
谷
に

移
転
、
い
や
渋
谷
にcom

e back

し
ま
す
。
在

校
生
の
皆
さ
ん
に
も
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
貰
い

た
い
、
そ
ん
な
事
務
所
に
し
た
い
、
と
い
う
会

長
のW

ell com
e

の
気
持
ち
。
皆
さ
ん
、
応
援

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　
　
（
Ｙ
記
）

は
ち
や
ま
　
第
五
十
号

平
成
二
十
六
年
五
月
一
日
発
行

編　

集　

同
窓
会
広
報
委
員
会

発
行
者　

同
窓
会
会
長　

菊
池　

敏
郎

　

都
立
一
商
同
窓
会　

〒
１
０
１
─０
０
４
８

　

東
京
都
千
代
田
区
神
田
司
町
二
─
一
七
─
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

上
田
司
町
ビ
ル
五
階

　
Ｔ 

Ｅ 

Ｌ　

〇
三
─
三
二
九
一
─
三
一
二
八

　
Ｆ 

Ａ 

Ｘ　

〇
三
─
五
五
七
七
─
四
二
三
八

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　http://w

w
w
.isshou.jp/

　
　
　
　
　
　
　

E-m
ail

：info@
isshou.jp

　
　
　
　
　
　
　

印
刷
所　

㈱
博
文
堂

　

第
一
回
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
昨
年
十
一
月
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
と
は
卒
業
生
が
母
校

に
集
い
、
母
校
愛
と
友
情
を
確
認
し
合
う
集
ま
り
で
す
、
と

前
号
の
案
内
で
も
記
し
ま
し
た
。
当
日
会
場
で
予
想
外
と
言

っ
た
ら
失
礼
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
思
わ
ぬ
歓
迎
を

受
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
在
校
生
の
皆
さ
ん
の
心
が
こ
も
っ

た
静
か
な
歓
迎
で
し
た
。
ま
ず
は
受
付
で
、
机
と
期
別
表
示

の
み
の
受
付
に
在
校
生
の
皆
さ
ん
が
大
き
な
リ
ボ
ン
の
花
を

飾
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
控
え
室
の
部
屋
に
入

っ
て
み
ま
す
と
黒
板
い
っ
ぱ
い
に
歓
迎
の
文
字
が
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。
恐
ら
く
、
書
く
の
に
一
時
間
以
上
は
か
か
っ
て

い
た
で
し
ょ
う
。
大
声
で
歓
迎
の
意
を
述
べ
る
の
で
は
な
く

静
か
に
、
し
か
し
心
の
こ
も
っ
た
そ
の
歓
迎
ぶ
り
に
幹
事
一

同
思
わ
ず
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。「
在
校
生
の
皆

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
、
来
年
も
又
来
る
か
ら
ね
」
と
思
わ
ず

誓
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

本
年
も
十
一
月
二
十
二
日
（
土
）
午
後
一
時
に
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
さ
ん
、
是
非
、
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
に
参
加
し
て
下
さ
い
。
そ
こ
に
は
後
輩
達
が
歓
迎

し
て
く
れ
る
温
か
い
「
ホ
ー
ム
」
が
あ
り
ま
す
よ
！ 　

リボンの花

Home
   coming
             day

第１回ホームカミングデー 平成25年11月23日
於・母校




